
〈別表２〉 
令和８年度三重県立高等学校入学者選抜で前期選抜を実施する高等学校の 

「学校の特色」「選抜において重視する要件」「検査内容」「選抜方法」一覧 
 

全日制課程 
 
《桑名高等学校》                                         
 学 校 の 特 色 

本校は、普通科・理数科・衛生看護科があり、生徒数１０００人余の県立高校として最大規模の学校です。 
普通科・理数科は、入学する生徒のほぼ全員が大学への進学を希望しています。創立１１０年を超えた伝統

的な進学校として、学習指導と進路指導を中心に進学体制を充実させ、国公立大学や難関私立大学への進路希
望を実現しています。 

衛生看護科は、県内唯一の学科として、心身ともに健全で優れた看護サービスを提供できる人間性豊かな看
護師の養成を目指し、５年一貫教育を行っています。衛生看護科の３年間と衛生看護専攻科の２年間の学習を
終え、毎年２月下旬に実施される看護師国家試験に合格して看護師の資格を取得することになります。学習内
容は普通教科と看護の専門教科があり、専門教科は医師や薬剤師、臨床検査技師など外部講師による授業があ
ります。また、長期間にわたって実践的な学習を行う臨地実習もあります。 

学校全体として、部活動も盛んであり、文武両道を目指し、毎年多くの運動系・文化系の部活動が東海大会
や全国大会に出場し活躍しています。  

 
 選抜において重視する要件 

（衛生看護科） 
 ○ 看護師志望が明確で、高校生活にしっかりとした目標・目的意識をもった者 
 ○ 全ての教科に対して真面目に学習活動に取り組める者 
 ○ 部活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組める者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
衛生看護科 面 接 

 
 集団面接（１グループ１５分程度） 
 コミュニケーション能力など看護師としての適性や意欲について応答する。 

小 論 文 
 

 ４５分・４００字程度 
 自分の考えを述べる問題 

学力検査   数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
衛生看護科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
 (2) 面   接 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
 (3) 小 論 文 点数化する。（１０点満点） 
 (4) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
 (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数のおよそ１００％以内であることと、学力検査得

点と小論文得点の合計の順位が募集人数のおよそ８０％以内であることの両方の
条件を満たす者のうち、面接の評価がＢ段階以上である者 

 (2) 第２段階 第１段階において合格となった者を除く全ての受検者 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料４



《桑名北高等学校》                                                         
 学 校 の 特 色 

本校では、次の二つの特色を生かして生徒と『共に創る』学校づくりに挑戦し続けています。一つ目は、

「生徒一人ひとりの進路実現を目指す学校」であることです。外部テストも利用した学習実態調査や補習の実

施により、中学校までの学習でつまずいた所やわからない所の学び直しなど、基礎・基本の定着を図ります。

また、日々の授業において「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、生徒が能動的・積極的に学べる授

業づくりに取り組みます。そして、それらを土台とした進学補習やテスト前学習会を実施することにより、個

々の生徒の進路実現を全力で支援していきます。 

二つ目は、「人と人とのつながりの大切さを学ぶ学校」であることです。総合的な探究の時間（みらい）で

は自己理解・他者理解、人間関係をつくる力の育成をねらいとした学習内容により、自分の在り方・生き方に

ついてじっくり考え気付かせていきます。また、学校設定科目「コミュニケーション授業」では保育所の園児

との交流を通して、自分が必要とされる喜びを体感させるとともに、コミュニケーション能力の育成を目指し

ています。 

これらの活動を通じて、校訓である「自律・誠実・協働」の心を持った生徒の育成に努めます。育成を目指

す資質・能力としての「７つの力」（①聴く力②話す力③書く力④読み取る力⑤考える力⑥前に踏み出す力⑦

協働する力）を育てます。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 規範意識や基本的生活習慣が身についており、以下のことに熱意をもって取り組める者 
 ○ 大学進学など、明確な進路意識をもって学業に取り組める者 
 ○ 部活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組める者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 
普 通 科 面 接 

 
  個人面接（１０分程度） 
  規範意識や高校生活への意欲等について応答する。 

作 文   ４５分・４００～６００字 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 

 (1) 調 査 書 点数化する。 
           評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）      ７５点満点 
          評定以外の記載事項                最高 ２５点    
            合    計                          １００点 
 (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
 (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  (1)調査書得点、(2)面接及び(3)作文の評価並びに調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考

慮して総合的に選抜する。 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                               
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                                   



《桑名工業高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

○ 「地域と歩むものづくり」をもとに、本校独自のキャリア教育から人間性豊かな専門的職業人を目指
し、積極的に行動できる人材の育成に努めます。 

 ○ 本校では「桑名版デュアルシステム」を学習内容に取り入れ、企業と協力しキャリア教育を充実させ適
性に応じた進路実現に取り組んでいます。 

 ○ ものづくりを通じ地域社会での発展を担う職業人として、豊かな人間性を育み、生涯の見通しをもって
創造的に探究できる学習活動の充実を図ります。 

 ○ 桑名工業三原則（あいさつ・身だしなみ・きれいな学校）の中で基本的生活習慣の確立と倫理観・道徳
観を身につけさせコミュニケーション豊かな人間教育に取り組んでいます。 

 
 選抜において重視する要件 
〔機械科、材料技術科、電気科、電子科共通〕 
 ○ ものづくりに興味を持ち、常に挑戦心を忘れず地域産業の活性化を担う人間性豊かな専門的職業人をめ

ざそうと考えている者 
 ○ 高度な技術を身につけるため大学への進学をめざそうと考えている者 
 ○ 活気あふれる学校生活をめざし、部活動や生徒会活動、ボランティア活動または資格検定試験などに積

極的に取り組みたいと考えている者 
 〇 協調性を持ちコミュニケーション豊かな人間教育に取り組みたいと考えている者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 

機 械 科 
材料技術科 
電 気 科 
電 子 科 

面 接 
 

 集団面接（２０分程度） 
  志望動機、本校への関心・意欲、将来の目標等について応答する。 

学力検査   数学 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
機 械 科 
材料技術科 
電 気 科 
電 子 科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書 点数化する。 
           評定（第３学年の各教科の評定の合計）       ４５点満点 
          評定以外の記載事項           最高 ２０点    
            合    計                         ６５点 
 (2) 面   接  次の５つの項目について点数化し(２５点満点)、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価す

る。 
        ・ 本校を志望する動機 
        ・ 自分自身についての理解 
        ・ 高校生活への抱負 
        ・ 表現力 
                ・ コミュニケーション力・協調性 
 (3) 学力検査 数学（５０点満点）の得点をＡＢＣＤの４段階で評価する。    

２ 選抜方法 
次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
 (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数６０％以内であることと、面接及び学力検査の評価

がともにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
 (2) 第２段階 調査書得点の順位が募集人数８０％以内であることと、面接及び学力検査の評価

がともにＣ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
 (3) 第３段階  第１段階及び第２段階において合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
 
 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                
 



《いなべ総合学園高等学校》                                              
 学 校 の 特 色 

○ 本校は全国でも有数の大規模総合学科高等学校として、平成１３年度に開校しました。北勢地区唯一の総
合学科として、生徒の多様な進路希望が実現できるよう１５０余りの講座を開設しています。 

○ 総合学科特有の授業等を通じて生徒一人ひとりが自分の進路を選択し、進路希望に合わせて科目を選択で
きるようチューター（中学校での担任のような存在）によるきめ細かな指導を行っています。また、社会人
講師による講演や実習などによるキャリア教育の充実、地元の大学との連携による進学指導の充実にも力を
入れています。 

○ 本校生徒の進路先は、大学・短大がおよそ４０％、専門・各種学校がおよそ３０％、就職がおよそ３０％
で、特色ある学びのシステムにより幅広い進路実現を可能にしています。 

○ 部活動もとても盛んで、充実した施設設備を活用して多数の運動系部活動が全国大会、東海大会、県大会
等に出場し、好成績を残しています。文化系部活動も地域に貢献する活動を積極的に行うなど、明るく生き
生きとした学校の雰囲気を作り出しています。 

○ いなべ・東員地区唯一の高等学校として、地域に根ざし開かれた信頼される学校を目指しています。   

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科） 
 〔総合的観点〕 

◎ 基本的な生活習慣が身についており、本校で実施するカリキュラム・学習内容・部活動等教育活動
全般に対して強い興味・関心をもつ者で、かつ入学後、意欲的に学校生活を送る意志のある者 

 〔個別観点〕 
   次のいずれかに該当する者 
  『学習について』 
   ○ 国語・社会・数学・理科・英語・芸術・体育等の各教科に関わって、優れた資質を持ち、得意分野

の中から入学後も学習活動に意欲的である者 
   ○ 全ての教科に対して真面目に学習活動に取り組める者 
  『部活動等について』 
   ○ スポーツ・文化活動等で優れた実績や能力があり、入学後もその活動を継続して行う意志のある者 
   ○ 個々の部活動において、意欲的に活動する意志のある者 
  『学校生活について』  
   ○ 生徒会活動・学級活動で実績のある者 
   ○ ボランティア活動・人権活動に積極的に取り組める者 
  『進路について』 
   ○ 将来、地域社会に根差し、地域の一員として社会貢献をする意欲のある者 
   ○ 自分の夢の実現に向け、 向上心を持って専門性を高めようと努力する者 
   ○ 四年制大学に進学を希望し、意欲的に学習に取り組める者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《いなべ総合学園高等学校》 

学 科 名 
検  査 

※ Ⅰ～Ⅲのいずれかを事前

に選択する。 
  実   施   概   要 

総合学科 Ⅰ 面   接  集団面接（１グループ２０分程度） 
 総合学科での学習に対する興味･関心や意欲、進路に関する目的意識
等について応答する。 

作   文  ４５分・６００～８００字 

Ⅱ 次のいずれか

１つを事前に

選択する。 

学力検査 国語、英語 

学力検査 数学、英語 

Ⅲ 面   接  集団面接（１グループ２０分程度） 
 総合学科での学習に対する興味･関心や意欲、進路に関する目的意識
等について応答する。 

次のいずれか

１つを事前に

選択する。 

実技検査 
芸術 

（美術） 
 
 

 検査時間：１２０分（休憩を含む） 
 内容：静物デッサン、デッサンについての感想文（１０分） 
 持参用具：鉛筆、消しゴム（練り消しゴム可） 
※高等学校で用意するもの：用紙（B３M 画用紙ボード） 

実技検査 
芸術 

（書道） 
 
 

  検査時間：１２０分（休憩を含む） 
 内容：実技〔毛筆（半紙）・硬筆〕、実技作品についての感想文 

（１０分） 
  持参用具：太筆、細筆、墨汁（固形墨可）、硯、鉛筆、消しゴム、練

習用半紙、文鎮 
※高等学校で用意するもの：下敷き、清書用紙 

実技検査 
体育 

１ 共通検査 
２５ｍ往復走、反復横跳び、立ち幅跳び、長座体前屈を全ての志願者
に課す。 

２ 選択種目検査 
① 次の種目から、志願者が事前に選択した１種目とする。 

陸上競技(１００ｍ走、８００ｍ走、砲丸投げ、走り高跳び、走
り幅跳び)･ サッカー・バスケットボール・バレーボール・卓球・
ソフトボール・器械運動(マット運動)・剣道・レスリング・ゴルフ
・ハンドボール・ソフトテニス 

  ※陸上競技は、（ ）内の５種目から１種目を選択する。 
② 内容は、基本的な技能・技術・動作を中心とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《いなべ総合学園高等学校》 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 Ⅰ 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書  点数化する。 
         評定（第３学年の各教科の評定の合計を２倍） ９０点満点 
         学級活動・生徒会活動、取得資格、 

スポーツ・文化・社会活動の実績    最高 １０点    
          合     計              １００点 
 (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価し、点数化する。（１０点満点） 
 (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価し、点数化する。（１０点満点） 

２ 選抜方法 
  (1)～(3)の合計点数をもとに、面接及び作文の評価、調査書、「自己推薦書」の記載事項を

考慮して総合的に選抜する。 

 Ⅱ １ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書  点数化する。 
        ① 評定（第３学年の各教科の評定の合計）   ４５点満点 
        ② 学級活動・生徒会活動、取得資格、 

スポーツ・文化・社会活動の実績    最高１０点    
(2) 学力検査 国語、英語または数学、英語（各教科５０点） １００点 

２ 選抜方法 
  (1)①の評定得点と(1)②、(2)の合計点数の２つをもとに、調査書、「自己推薦書」の記載

事項を考慮して総合的に選抜する。 

Ⅲ １ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書  点数化する。 
        ① 評定（第３学年の各教科の評定の合計）   ４５点満点 
        ② 学級活動・生徒会活動、取得資格、 

スポーツ・文化・社会活動の実績    最高１０点    
 (2) 面 接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価し、点数化する。（１０点満点） 
  (3) 実技検査 ９０点 

２ 選抜方法 
  (1)①の評定得点と(1)②、(2)、(3)の合計点数の２つをもとに、面接の評価、調査書、「自

己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《四日市西高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

○ 生徒一人ひとりが西高の「顔」として、誇りと自信をもった高校生として生活できるよう、特に、正しく
制服が着用できる指導、頭髪指導、挨拶運動、遅刻防止指導に力を入れています。 

○ 家庭学習を定着させるため、英・数・国の課題を毎週決まった曜日に提出します。課題未提出者には「居
残り学習」を行いますが、ルールを守って全員が提出することを目指しています。地道に課題に取り組むこ
とで生徒一人ひとりの学力が目に見える形で向上するように取り組んでいます。 

○ ５０分の授業を大切にするため、授業開始の２分前の予鈴で教室に入り、チャイムとともに授業を開始し
ています。比較文化・歴史、数理情報の２コースは週１回の７限目授業を実施しています。 

○ 生徒の進路希望実現のため、１学年より模試を受け、また進路面談に力を注ぎ、系統だったキャリア教育
を実践しています。その結果として、国公立大学、難関私立大学に合格者を出しています。 

○ 恵まれた施設・設備を生かした部活動は活発です。それぞれの部で目指す目標は異なりますが、部活動と
学習を両立させて進路自己実現を果たした生徒は増加しています。充実した３年間を過ごすためにも、部活
動を学校を挙げて奨励しています。  

○ 後期選抜において、比較文化・歴史、数理情報の２コースは、くくり募集とします。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科・比較文化・歴史コース、普通科・数理情報コース共通〕 
 ○  国公立大学、難関私立大学への進路を希望し、意欲的・継続的に学業に取り組める者 

 
学科・ 
コース名 

検  査   実   施   概   要 

普通科・ 
比較文化・ 
歴史コース 

 

面  接 
 

 集団面接（１５分程度） 
  志望動機、将来の進路希望、学業への意欲等について応答する。 

学力検査  国語、英語 

普通科・ 
数理情報 
コース 

面  接 
 

 集団面接（１５分程度） 
  志望動機、将来の進路希望、学業への意欲等について応答する。 

学力検査  数学、英語 

 
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普通科・ 
比較文化・ 
歴史コース 

 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1)  調 査 書 点数化する。(第３学年の国語･社会･数学･理科･英語の評定の合計 ２５点満点) 
 (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
 (3) 学力検査 １００点（国語５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
 (1) 第１段階 面接の評価がＢ段階以上である者のうち、調査書得点が１８点以上であること

と、学力検査得点の順位が募集人数のおよそ７０％以内であることの両方の条件を
満たす者 

 (2) 第２段階 第１段階において合格となった者を除く全ての受検者 

普通科・ 
数理情報 
コース 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1)  調 査 書 点数化する。(第３学年の国語･社会･数学･理科･英語の評定の合計 ２５点満点) 

(2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
 (3) 学力検査 ２５０点（数学５０点を３倍、英語５０点を２倍する。） 

２ 選抜方法 
    比較文化・歴史コースと同じ。 

                                                                                 
 
 
 
 



《朝明高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 朝明高等学校は、昭和５３年に創立され、今年で４８年目を迎える高校です。春には「千本桜」が満開にな
り、秋には校舎の周りの木々が見事に紅葉し、冬には雪の鈴鹿山脈がとてもきれいに見える、豊かな自然環境
に恵まれたところにあります。  
 普通科は、２年次よりアスリートコースの他、進学や就職に対応する選択ができます。アスリートコースの
生徒は、自転車競技部・レスリング部・ラグビー部に所属し、全国大会に出場するなど、活躍しています。ま
た、他の選択として、進学に対応できる学力を身に着けることを目指すものや、就職に対応するための基礎的
な学力を定着させるととともに、就職に対応できるビジネス文書検定 1 級や簿記実務検定２級などの資格取得
を目標にし、社会人基礎力を身につけることを目指しています。 
 ふくし科は、２年次より２つのコースに分かれます。一つは、介護福祉士の国家試験を受験し資格取得を目
指す介護福祉コース。もう一つは、幅広く福祉について学ぶ生涯福祉コースです。 

本校では、「社会に貢献できる人間―自分づくりの三年間―」をテーマとして、生徒が良好な人間関係を作
りながら成長する学校となるように取り組んでいます。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 基本的生活習慣が身についており、積極的に学ぶ意欲のある者  
 ○ スポーツ・文化活動等を継続して行う意欲のある者 
（ふくし科） 
 ○ 福祉やボランティア活動に興味・関心を有する者 
 ○ 基本的生活習慣が身についており、積極的に学ぶ意欲のある者 
 ○ スポーツ・文化活動等を継続して行う意欲のある者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 
普 通 科 
ふ く し 科 

面  接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、学習活動、特技、将来の目標、自己アピール等について応答する。 

学力検査  国語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 
ふ く し 科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
 (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 
 (3) 学力検査 国語の得点をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  学力検査及び面接の結果と調査書をもとに、「自己推薦書」の記載事項を考慮し、総合的に選

抜する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《四日市四郷高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

  本校は、各学年に普通科と普通科・スポーツ科学コースを設置し、文化・スポーツ活動を通じ、自己実現に
向かって努力する生徒、生涯にわたって学び続けることのできる生徒、互いの違いを認め合う心豊かな生徒の
育成を目指しています。 
 生徒には部活動を奨励しており、多くの運動部や文化部が全国大会・東海大会等に出場するなど活躍してい
ます。また、平成１０年度から実施している「朝の読書」の取組も本校の特色の一つで、一日の生活を落ち着
いた環境で始めることができるとともに、読書が好きになった、集中力がついた等、読書の大切さや良さが実
感できる活動として定着しています。 
 学校生活においては、基本的生活習慣の確立や規範意識の醸成（じょうせい）のため、マナーやルールを守
る生徒の育成や服装頭髪指導、遅刻指導、あいさつの励行、授業規律の確立に全校で力を入れて取り組んでい
ます。また、基礎学力の定着と向上を目指し、学び直しや少人数による習熟度別学習、各教科の補習や課外授
業などの学習活動が充実しています。 
 進路面では、進学・就職両面の多様な進路希望に応えられるよう、進路説明会の充実や個別の面談を重視し
た、きめ細かな進路指導を進め、成果を上げています。 
○ 普通科 
  ２学年から生徒の興味・関心、意欲や進路希望等に基づき、多様な進路選択ができるよう、芸術コース・

ビジネスコース・アドバンスⅠコース（文系コース）・アドバンスⅡコース（理系コース）の４つの特色あ
るコースに分かれて学習します。 

○ 普通科・スポーツ科学コース 
  スポーツ活動を通じた人づくりを目指します。多くの体育実技やスポーツ概論の授業があり、また、１年

では水泳、２年ではゴルフ、３年ではスノーボードの体験実習を実施しています。 
  生徒たちの多くは各運動部の中心選手として活躍しています。 
○ 令和７年度入学生より、コースを超えて一部の科目選択ができます。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科、普通科・スポーツ科学コース共通〕 
 ○ 学習活動をはじめ、部活動または特別活動等に強い関心をもち、意欲的に学校生活を送る意志のある者 
 ○ 将来、地域社会の一員として社会貢献する意欲のある者 
 ○ 明確な進路意識をもち、その実現に向けて向上心をもって努力する者  
 
（普通科） 
 ○ 各教科に対する優れた資質をもち、入学後も学習活動に意欲的に取り組める者 
 ○ 芸術活動（音楽・美術・書道）に強い意欲・関心をもつ者 
 ○ 生徒会活動または部活動等に意欲的に取り組む強い意志をもつ者  
（普通科・スポーツ科学コース） 
 ○ 体育・スポーツ活動に強い興味・関心をもつ者            
 ○ 体育・スポーツに関する専門性を高める意志を持ち、運動部活動などに継続的、意欲的に取り組める者 

 
学科・ 
コース名 

 検  査   実   施   概   要 

普 通 科 面  接 
 
 

 個人面接（５分程度） 
  「自己推薦書」の内容、学習活動、芸術活動、生徒会活動、部活動等への興味・関心
・意欲、入学後の目標等について応答する。 

学力検査   国語 

普通科・ 
スポーツ科学 

コース 

面  接 
 
 

 個人面接（５分程度） 
  「自己推薦書」の内容、スポーツ活動への興味・関心・意欲、入学後の目標等につい
て応答する。 

実技検査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 基本的な運動： ５０ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ、反復横跳びを全員が受
検する。 

 選択種目  ： 次の８種目の中から受検者が事前に選択した１種目を受検する。 
        内容は、基本的な技能・技術、動作を中心とする。 
          バスケットボール・ソフトボール・ハンドボール・テニス・サッカー・  
              バレーボール・レスリング・陸上競技（１００ｍ走、８００ｍ走、 

走り幅跳び、走り高跳び、砲丸投げの中から一つを選択する。）  
       （注）陸上競技は、天候によっては一部の種目を変更することがある。 
            １００ｍ走→２５ｍ２往復走 
            ８００ｍ走→シャトルラン 
            走り幅跳び→立ち三段跳び 



《四日市四郷高等学校》                                                                       
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普 通 科 
１ 選抜資料の取扱い  
 (1) 調 査 書 点数化する。 
           評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）    ９０点満点 
          学級活動・生徒会活動、スポーツ・ 
         文化活動の実績、取得資格         最高 ３０点     
            合    計                         １２０点 
  (2) 面   接  次の３つの項目について評価し、点数化する。（３０点満点） 
         ・ 学習活動や進路に対する目的意識 
          ・ 部活動や特別活動に対する興味・関心、意欲 
           ・ 面接態度 
  (3) 学力検査 国語（５０点満点） 

２ 選抜方法 
  (1)～(3)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜

する。 

普通科・ 
スポーツ科学 

コース 

１ 選抜資料の取扱い  
  (1) 調 査 書 点数化する。 
           評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）      ９０点満点 
          学級活動・生徒会活動、スポーツ活動の実績  最高 ５０点    
                   合    計                          １４０点 
  (2) 面   接  次の３つの項目について評価し、点数化する。（３０点満点） 
         ・ 学習活動や進路に対する目的意識 
          ・ 部活動やスポーツに対する興味・関心、意欲 
           ・ 面接態度 
  (3) 実技検査 １００点 

２ 選抜方法 
  (1)～(3)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜

する。   

                                                                                
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
                                                                                 
                                                                                                  
                                                               
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                



《四日市工業高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

○ 本校には、物質工学科、機械科、電子機械科、電気科、電子工学科、建築科、自動車科の７学科があり、
各学科の３学年では、進学希望者に対応するため、専門科目に替えて普通教科・科目の選択もできます。 

○ 「技術と精神（こころ）」を校訓に、工業各分野の知識・技術を習得し、地域社会に貢献できる技術者を
育成します。 

○ ものづくりや各種職業資格の取得ができるよう積極的に取り組みます。 
○ 勉学・礼儀・責任・勤労の調和のとれた教育を推進するとともに、部活動を奨励し、学校行事を充実さ

せ、心豊かな人間を育成します。 
○ スポーツ等を通して心身を鍛え、全国高等学校総合体育大会への出場等スポーツ振興に取り組んでいま

す。 

 
 選抜において重視する要件 

〔物質工学科、機械科、電子機械科、電気科、電子工学科、建築科、自動車科共通〕 
 ○ 芸術・文化活動や生徒会活動、ボランティア活動または人権活動等で活躍し、高校生活においても活動

する意欲があり、工業に関する学科に興味・関心のある者 
  ○ スポーツ等においてすぐれた実績があり、入学後も継続して活動する意志のある者。また、工業に関す

る学科に興味・関心がある者 
 
（物質工学科） 
  ○ 物質工学（化学的技術・陶磁器技術）に強い興味・関心があり、資格取得に積極的に取り組むととも

に、産業分野への進路を強く希望する者 
（機械科） 
  ○ 数学や理科が得意で、機械に強い興味・関心があり、資格取得に積極的に取り組むとともに、産業分野

への進路を強く希望する者 
（電子機械科） 
  ○ 電子機械（ロボット技術・各種自動制御・情報技術等）に強い興味・関心があり、資格取得に積極的に

取り組むとともに、産業分野への進路を強く希望する者 
（電気科） 

○ 数学や理科が得意で、電気に強い興味・関心があり、学習に対して粘り強く努力でき、資格取得に積極
的に取り組むとともに、産業分野への進路を強く希望する者 

（電子工学科） 
○ 数学や理科が得意で、その知識を応用し伸ばそうとする意欲があり、電子工学に興味・関心がある者。

また、産業分野への進路を強く希望する者 
（建築科） 

○ 建築に興味・関心があり、各教科に対して真面目に学習でき、ものづくり・資格取得に積極的に取り組
むとともに、産業分野への進路を強く希望する者 

（自動車科） 
○ 自動車（構造・整備）に関する興味・関心が強く、その技術の習得や資格取得に熱心に取り組むととも

に、産業分野への進路を強く希望する者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 

物質工学科 
機 械 科 
電子機械科 
電 気 科 
電子工学科 
建 築 科 
自 動 車 科 

面  接 
 
 

 個人面接（７～８分） 
 志願学科への興味・関心・意欲、目的意識等について応答する。 
 

作  文 
 
 

  ４５分・６００字程度 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



《四日市工業高等学校》 
学 科 名  選  抜  方  法 
物質工学科 
機 械 科 
電子機械科 
電 気 科 
電子工学科 
建 築 科 
自 動 車 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 

評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）    ９０点満点 
 評定以外の記載事項             最高２０点    

合    計                          １１０点 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
  (3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1)  第１段階 調査書得点の順位が募集人数の６０％以内であることと、面接と作文の評価が

ともにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                            



《四日市中央工業高等学校》                                              
 学 校 の 特 色 

昭和３７年に創立された工業高校で、機械科・電気科・化学工学科・都市工学科・設備システム科の５学科
を有しています。「四中工はあなたの能力を伸ばします。」を合言葉に、全教職員が一丸となって次のことに
取り組んでいます。 
○ 豊かな人間性を備えた工業技術者の育成を目指し、資格取得や専門教育の充実に積極的に取り組んでいま

す。 
○ 進路は、就職者が約８割で、その多くが製造関係の仕事についています。希望者に対し９倍以上の求人が

あります。残りの約２割の進学者は、工学部に進む人や、引き続きスポーツを行うため文系の学部に進む人
がいます。卒業生との懇談会・企業セミナー・インターンシップなど様々なキャリア教育を行っています。 

○ 運動部活動が盛んで、サッカー部・ウエイトリフティング部・水球部（本年度３つの部活動が三重県高等
学校運動部強化指定事業で「強化指定運動部」として指定）や柔道部などが東海大会や全国大会で活躍して
います。 

○ 工業高校の特徴である技術系部活動では、ロボット研究部が全国大会で活躍するなどの実績を残していま
す。 

 
 選抜において重視する要件 

〔機械科、電気科、化学工学科、都市工学科、設備システム科共通〕 
 ○ 工業学科への志望動機が明確であり、将来の進路に対する目標や目的意識をもっている者 
 ○ 工業学科の学習に興味・関心があり、資格取得等に意欲的に取り組める者 
 ○ 部活動またはホームルーム活動等に積極的に取り組める者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 
機 械 科 
電 気 科 
化学工学科 
都市工学科 
設備システム科 

面  接 
 
 

 個人面接（７分程度） 
 志願学科に対する志望動機、目的意識、関心・意欲、将来の進路の目標等について応
答する。 

作    文   ４５分・４００字程度 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
機 械 科 
電 気 科 
化学工学科 
都市工学科 
設備システム科 

１ 選抜資料の取扱い 
(1) 調 査 書 点数化する。 

         評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）      ４５点満点 
         評定以外の記載事項            最高 ２０点    
                   合    計                            ６５点 

(2) 面   接 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。(２５点満点) 
(3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。(１０点満点) 

２ 選抜方法 
   (1)～(3)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜

する。 

                                                                                 
                                                                                                  
                                                              
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                      



《四日市商業高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

○ 商業に関する専門高校です。 
  本校は創立１２９周年を迎え、県内はもちろん全国的にも、歴史と伝統を誇る商業高校です。 
○ 校訓は「至誠」です。 
  校訓「至誠」の精神をもとに、商業教育を通じて、知・徳・体・心の健全な成長を促し、礼儀を重んじ、

誠実を旨とする専門性の高い職業人の育成に努めます。商業高校として、高校または大学卒業後の実社会で
役立つよう、挨拶と礼儀を重視しています。 

○ 就職に強く、進学にも有利なのが本校の強みです。 
  資格の取得等に積極的に取り組みます。その結果として、抜群の就職実績だけでなく、商業高校の強みを

生かした大学への進学実績にも注目してください。 
○ 学科は「商業科」と「情報マネジメント科」があります。 
  商業科は、商業に関して広く学習する学科です。２学年からは興味・関心、資格取得に応じて３つのコー

ス（会計ビジネス・情報ビジネス・流通ビジネス）を用意しています。 
  情報マネジメント科は、１学年で情報処理分野と会計分野をバランス良く学習したうえで、２学年からは

個々の適性や資格取得への希望等に応じ、情報処理分野の力をさらに伸ばす情報システムコース、会計分野
の力をさらに伸ばす情報マネジメントコースを用意して、希望進路の実現を図ります。 

○ 勉強と部活動の両立を目指します。 
  部活動は運動部が１３、文化部が１７あり、大変盛んに活動しています。運動部は３つの部が三重県の強

化指定を受けるなど高い評価を受けています。また商業高校独自の部もあり、各種商業実務競技大会での輝
かしい実績を誇っています。東海大会や全国大会に出場する部は、運動部・文化部ともに多く、ほとんどの
生徒が部活動に参加し、充実した学校生活を過ごしています。 

 
 選抜において重視する要件 

〔商業科、情報マネジメント科共通〕 
 ○ 商業の学習に興味・関心をもち、資格取得などに意欲的に取り組める者 
 ○ スポーツ・文化活動または生徒会活動等で優れた資質を有し、入学後もその活動を継続的・意欲的に取

り組む意志のある者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 
商 業 科 
情報マネジ 
   メント科 

面  接 
 

 個人面接（５分程度） 
 志望動機、部活動、中学校での生活の様子等について応答する。 

作  文   ４５分・４００～５００字 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
商 業 科 
情報マネジ 
   メント科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 
               評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）     ９０点満点 
               調査書における評定以外の記載事項      最高 ２０点    
                    合    計                           １１０点 
  (2) 面    接 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し点数化する。 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し点数化する。 

２ 選抜方法 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書、面接・作文の評価及び「自己推薦書」の

記載事項を考慮して総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 「１ 選抜資料の取扱い」(1)から(3)の合計点の順位が募集人数のおよそ６０％ 

以内である者 
(2)  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者について、「選抜において重視す 

る要件」に特に合致する者 
(3) 第３段階 第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 
 
 
 
 
 



《四日市農芸高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

 本校は四日市市の南端、河原田町にあり、交通はＪＲと伊勢鉄道が通っており、通学はたいへん便利です。
校庭には多くの樹木が植えられ、春の新緑から秋の紅葉まで四季折々の樹木や花を楽しむことができます。 
専門高校として農業３学科、家庭１学科があります。農業では、栽培や飼育を中心とした食料生産の分野や観
賞植物を活用した生活環境の改善についての知識・技術を学ぶ「農業科学科」、食の安全・安心をコンセプト
に食品の製造・衛生・栄養、活用等について学ぶ「食品科学科」、自然と人間の調和を図り造園や都市計画、
環境保全等の業務に従事し生活環境の向上を目指す「環境造園科」があります。また、家庭では、衣・食・住
・福祉など、日々の生活と関わりの深い分野について学ぶことができる「生活文化科」があります。 

 
 選抜において重視する要件 

〔農業科学科、食品科学科、環境造園科、生活文化科共通〕 
 ○ 各学科の学習内容に興味・関心があり、学習意欲のある者 
 ○ 部活動または生徒会活動等に積極的に取り組む意欲のある者 
 
（農業科学科） 
 ○ 栽培や飼育を中心とした食料生産の分野や観賞植物を活用した生活環境の改善といった分野に興味・関

心及び意欲があり、将来その分野への進路を希望する者 
（食品科学科） 
 ○ 食の安全性や栄養機能、食品の開発、加工、販売技術に興味・関心及び意欲があり、将来その分野への

進路を希望する者 
（環境造園科） 
 ○ 庭造りや公園設計、地域の自然環境の保全や再生に興味・関心及び意欲があり、将来その分野への進路

を希望する者        
（生活文化科） 
 ○ 食物、服飾、福祉の分野に興味・関心及び意欲があり、高度な知識･技術を習得して、将来その分野への

進路を希望する者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 
農業科学科 
食品科学科 
環境造園科 
生活文化科 

面  接 
 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望の動機、目的意識、学習や部活動、生徒会活動等への関心・意欲等について応
答する。 

作  文  ５０分・６００字程度 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
農業科学科 
食品科学科 
環境造園科 
生活文化科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書  点数化する。（第１～３学年の各教科の評定を換算する) 
 (2) 面  接 個人面接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価し点数化する。 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価し点数化する。 

２ 選抜方法 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数のおよそ６０％以内であることと、個人面接及び

作文の評価がＣ段階以上で、なおかつＢ段階以上の評価が一つ以上あることの両方
の条件を満たす者   

  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 
 
 
 
 
 
 
 



《菰野高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

○菰野高校とは 
昭和２３年に創設され、７０年を超える歴史と伝統があり、多くの卒業生が県内外の各界で活躍していま

す。また、菰野町唯一の県立高校として地元から親しまれるなど、地域とのつながりが強い学校です。 
 
○菰野高校が特に力を入れていること 
【学力の向上】 
 在校生の進路希望は就職、進学と様々ですが、全員が希望する進路を実現できるよう、１学年次から段階を
追って丁寧な指導を行うなど、学力の向上に力を入れています。 
【エリア制】 
 「エリア制」という柔軟な教育課程を編成しているのが特徴です。２学年次から、次に示す３つのエリア
（科目群）から授業を選択して、自分の興味・関心や進路希望に応じた学びを深め、力をつけていきます。 
 『ステップアップ』：大学・短大・高等看護専門学校等への進学に必要な学力を身につけ、上級学校への合

格を目指します。 
『キャリアデザイン』：就職したあと、仕事をするうえで必要となる資格の取得、技能の習得など、社会人

としての資質と能力を身につけます。 
『ヒューマンサポート』：実習や体験学習を中心とする授業をとおして、社会人にふさわしい人格の完成を

目指します。 
【部活動、生徒会活動、地域との連携】 
 部活動をはじめ、生徒会活動、学校行事を通じて、優しさや思いやり、生命の尊さや人権を尊重する心、感
謝の気持ちなど、一人ひとりの豊かな人間性を育みます。また、地域の行事等に積極的に参加するなど、「地
域から愛される学校」として活発に活動しています。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
○ 明確な進路希望を持って、本校の学校生活や学習活動、体験学習等の地域に根ざした教育活動に積極的に

取り組む意欲のある者 
○ スポーツ・文化活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組んでおり、入学後も継続し

て活動する意志のある者 
○ 漢字検定、英語検定、数学検定、情報処理検定、ビジネス文書検定などの様々な資格検定を積極的に取得

しようとする者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 面  接 

 
 集団面接（１グループ２０分程度） 
 志望動機、志願者の目的意識、関心、意欲等について応答する。 

学力検査  数学 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。 
評定(第３学年の各教科の評定の合計)       ４５点満点 
スポーツ・文化活動等の実績や能力      最高 ５点    
   合  計                 ５０点 

  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で判定する。 
  (3) 学力検査  数学（５０点満点）の得点をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階  調査書得点の順位が募集人数のおよそ６０％以内であることと、面接及び数学の

評価がともにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 調査書得点の順位が募集人数のおよそ８０％以内であることと、面接及び数学の

評価がともにＣ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (3) 第３段階 第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 



《川越高等学校》                
 学 校 の 特 色 

 川越高校は、広い国際的な視野と自主的創造的な精神を身につけた「自立した学習者」（Independent 
Learner）を育成し、地域から信頼される進学校としての役割を果たします。文武両道に励みながら、ここ数年
は概ね卒業生の４割が国公立大学に合格するなど、文系、理系を問わず幅広い分野の大学へ進学しています。 
 様々な社会課題を見出し主体的かつ協働的に解決できる次世代を担う人材育成をめざして、令和７年度入学
生から、普通科を「探究科」に、国際文理科を「国際探究科」に学科を改編し、次のように取り組んでいま
す。 

・ 探究活動を通して「知的好奇心を持ち、知識を身につける力」、「情報を収集し、分析する力」、「物
事を論理的に考える力」、「傾聴・発信・協働する力」を育み、社会課題の解決に向けて主体的に取り組
む人材を育成します。 

・ 「総合的な探究の時間」をこれまでの３単位から５単位に増単するとともに、学校設定科目「探究発展
Ⅰ～Ⅲ」３単位と合わせて８単位とすることで、探究活動に係る時間を十分に確保しています。探究活動
の基本的スキルの理解・定着から探究活動の実践及び発表に至るまで、探究活動のレベルを段階的に高め
ていく「探究プログラム」により、系統的な探究活動に取り組みます。 

・ 大学等の高等教育機関や行政機関等と連携し、個々の探究課題に応じてフィールドワークを実施しま
す。学年の枠を越えた縦割りグループを編成し、上級生が下級生をリードしながらミニ探究活動や中間発
表会及び相互評価を行い、生徒が主体的・協働的に取り組みます。 

・ 国のＤＸハイスクール事業により、生徒が自由に使える高機能パソコンや大型モニター等のデジタル機
器を配置した「探究ラボルーム」を活用し、探究活動の質の向上につなげています。 

・ 教職進学セミナー及び医療看護系進学セミナーを開設し、希望者を対象に卒業生の現職や大学生、養成
機関等からの講演を実施します。 

・ 海外からの交換留学生を受け入れるとともに、海外研修や留学、海外大学進学に向けたツアーデスクを
開設するなど、海外交流を充実します。 

・ 充実したオンデマンド学習教材を活用し、個々の学習状況に合った個別最適な学習を推進します。 
〇国際探究科の特色 

・ ２人のＡＬＴによるクリエイティブな授業や少人数制の英語プレゼンテーションスピーチ、サイエンス
ダイアログ等の各界スペシャリストによる英語特別講義など、これまで時代をリードしてきた本校独自の
多彩な英語教育プログラムがあります。 

・ 海外大学において英語で講義を受け、英語で探究活動をプレゼンテーションを行ったり、在外企業を訪
問したりする「海外スタディツアー」（シンガポールを予定）を実施します。 

 
 選抜において重視する要件 

（国際探究科） 
 ○ 英語について興味・関心が強く、入学後も主体的・積極的に学ぶ意欲のある者 
 ○ 将来、大学などへの進学をはじめ、主体的に進路を切り拓き、学び続ける意欲のある者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 

国際探究科 学力検査  数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
国際探究科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点）             
  (2) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1)  第１段階 調査書得点の順位が募集人数の１２０％以内であることと、学力検査得点の合

計の順位が募集人数の８０％以内であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者   

 
 
 
 
 
 
 



《神戸高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は、大正９（１９２０）年創立の伝統ある進学校です。 
鈴亀地区から通学している生徒が最も多く、地域の方々からは「神高生（かんこうせい）」と親しみをこめ

て呼ばれています。また、生徒は「質実剛健」の校訓のもと、誠実に、心身ともに健やかでたくましく学業に
励んでいます。 
 本校では、どのような状況においても輝くことができる生徒を育てることを目指しています。生徒のほぼ全
員が大学への進学を目指し、約８割が部活動に励みながら、充実した高校生活を過ごしています。また、個別
面談のほか、課外授業、進路ガイダンス、大学出前授業等、希望する進路の実現に向けた多彩な行事設定やき
め細かな進路指導がなされています。 
 自らを知り、自分の目標に向かって挑戦し続けながら、将来、地域に貢献しリーダーとして活躍できる生徒
を育成しています。 

 
 選抜において重視する要件 

（理数科）  
 ○ 学習成績が優秀で、意欲的に学習活動に取り組める者        

○ 国公立大学をはじめとする難関四年制大学への進学を希望する者 
 ○ 次世代を担う研究者・技術者として、社会に貢献する「夢」と「志」を持つ者 
 ○ リーダーシップを備え、部活動または生徒会活動等へ積極的に取り組める者 

 
学 科 名  検  査   実   施   概   要 
理 数 科 面  接 

 
 集団面接（１グループ３０分程度） 
 進路に対する目的意識、得意分野・教科に関する関心・意欲等について応答する。 

学力検査  数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
理 数 科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計  ４５点満点） 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
  (3) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、面接の評価、調査書及び「自己推薦書」の記載

事項を考慮して、総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階  調査書得点(４５点満点)と学力検査得点の１．５倍（１００点×１．５）の

合計が、上位から募集人数のおよそ８０％以内である者 
  (2) 第２段階  第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 



《飯野高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 県内唯一の学科である応用デザイン科と英語コミュニケーション科を有する高等学校です。 
 応用デザイン科では、生徒の適性、興味・関心や進路希望等により「ビジュアルデザイン」「服飾デザイ
ン」「美術（油彩画・日本画・彫刻）」の３コースに分かれて専門的な学習を行っており、専門学科ならでは
の施設・設備を活用して実習の時間を多く設けています。また、美術系やデザイン系の上級学校への進学希望
者が多く、国公立大学を含む芸術系大学への進学実績をあげています。 
 英語コミュニケーション科では、全ての英語の授業を少人数講座で行っており、読む・聴く・書く・話す
（やり取り・発表）の４技能５領域をバランスよく学習できる授業内容となっています。ＡＬＴとのチームテ
ィーチングによる英会話やリスニングの授業も充実しています。授業以外にも、英語研修、海外語学研修、姉
妹校（オーストラリア）交流など、実際に英語を使う多彩な行事を設けています。また、進路希望に応じたコ
ース制のカリキュラムにより、四年制大学の外国語学部をはじめ、幅広い文系学部への進学実績をあげていま
す。 

 
 選抜において重視する要件 

（応用デザイン科） 
 ○ 美術・デザイン表現に優れた資質をもつ者 
 ○ 将来の夢の実現に向けてチャレンジする向上心がある者 
（英語コミュニケーション科） 
 ○ 英語の学習に興味をもち、入学後も学習活動に意欲的である者 
 ○ 英語を生かした将来の夢の実現に向けてチャレンジする向上心がある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 

応用デザイン科 
面    接 

 
 集団面接（１グループ１５分程度） 
 志望動機、美術･デザインに対する関心・意欲、将来の目標等について応答する。 

実技検査 
 
 
 

 鉛筆デッサン（休憩時間を含む１２０分） 
 用具：鉛筆、消しゴム(練り消しゴム可)、鉛筆削り(カッターナイフ可)のみ持ち込

み可（志願者が持参する） 
 用紙：四つ切り画用紙（高等学校が用意する） 

学力検査   英語、国語 

英語コミュニ 
ケーション科 

面    接 
 
 
 

  個人面接（１０分程度） 
 日本語と英語による面接。英語による面接では、日常会話や英文の内容について英
問英答を行う。 
 （例）What is your hobby? 

学力検査  英語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《飯野高等学校》                                                           
学 科 名  選  抜  方  法 

応用デザイン科 
１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調  査  書  点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 学力検査   １００点（国語５０点、英語５０点） 
  (4) 実技検査   １００点（鉛筆デッサン） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、面接の評価並びに調査書及び「自己推薦書」の

記載事項を考慮して総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 次の３つの条件を全て満たす者 
            ① 調査書得点の順位が募集人数の１００％以内であること 
          ② 学力検査得点の順位が募集人数の１００％以内であること 
          ③ 実技検査得点の順位が募集人数の１００％以内であること 
  (2) 第２段階  第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

英語コミュニ 
ケーション科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調  査 書   点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計  ４５点満点） 
  (2) 面接(英語)   点数化する。（５０点満点） 
  (3) 面接(日本語)  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (4) 学 力 検 査  ５０点（英語） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、面接（日本語）の評価並びに調査書及び「自己

推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 
  (1)  第１段階 調査書得点の順位が募集人数の１００％以内であることと、学力検査得点と面

接（英語）による得点の合計の順位が募集人数の８０％以内であることの両方の
条件を満たす者 

  (2) 第２段階  第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                  



《白子高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

（普通科） 
 「創造・奉仕・規律」を教育理念として掲げている。奉仕の心で行動し、規律を守り、主体的に学ぶ姿勢
の育成を目指す。 

  地元から愛され、応援される学校を目指している。 
  各々の生徒が「学ぶ意識」や「目的意識」をもち、特別活動等を通じて向上心を高め、社会の一員として

必要な意識の醸成（じょうせい）に努めている。 
  生徒の希望に応じて、進学にも就職にも応えられる総合的な教育を実施している。 
（普通科・文化教養（吹奏楽）コース） 
  吹奏楽に関する専門科目（吹奏楽、演奏研究、重奏、舞台芸術、音感身体表現等）を履修し、演奏技術、

指導技術、音楽的素養の習得とともに、豊かな人間性をもったスペシャリストを育成する。 
  また、就職はもちろんのこと、音楽系大学や文系大学等への進学にも対応している。 
（生活創造科） 
  家庭に関する知識や技術、マナーを学習し、心豊かなライフスタイルを創造する力を身につける。 
  新しい感覚をもったスペシャリストを育成するため、従来の家庭科領域にとらわれない独自のカリキュラ

ムを設定している。 
  ２年次から、食物分野・被服分野を柱とする２コースに分かれて専門的な学習をし、様々な資格取得にも

チャレンジできる。 
  また、ボランティア活動を通して地域や産業界との連携を深めている。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科、普通科・文化教養（吹奏楽）コース、生活創造科共通〕 
 ○ 志望の動機が明確で、高校生活にしっかりとした目標・目的意識をもった者 
 
（普通科） 
 ○ すべての教科に対して真面目に学習活動に取り組める者 
 ○ 勉学をはじめ、スポーツ・文化活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組んでお

り、入学後も高校生活において継続して努力する意志のある者 
（普通科・文化教養（吹奏楽）コース） 
 ○ すべての教科に対して真面目に学習活動に取り組める者 
 ○ 吹奏楽活動に興味・関心があり、高校生活において継続して努力する強い意志のある者 
 ○ 吹奏楽において優れた資質や実績があり、入学後も本校の中核として活動する強い意志のある者 
（生活創造科） 
 ○ 家庭に関する知識や技術の習得に興味があり、真面目に学習活動に取り組める者 
 ○ 勉学をはじめ、スポーツ・文化活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組んでお

り、入学後も高校生活において継続して努力する意志のある者 

 
学科・ 
コース名 

検  査   実   施   概   要 

普 通 科 
生活創造科 

面    接 
 

 個人面接（５分程度） 
 本校入学への目的意識や面接態度をみて、適性を確認する。 

学力検査  国語 

普通科・ 
文化教養  
(吹奏楽) 

コース 

自己表現 
 
 
 
 
 

 個人発表（５分程度） 
 自由な形式での自己ＰＲ（音楽系実技）及び質疑応答を通して、文化教養（吹奏楽）
コースへの興味・関心、意欲や適性をみる。 
（個人発表の例） 
 ・ 楽器の演奏をする。 

学力検査  国語 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
         
 
 



《白子高等学校》                                                                              
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普 通 科 
生活創造科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 学力検査 国語（５０点満点）の得点をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。   

(2) 面   接  ２０点満点で評価し、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 調 査 書 ３年間の各教科の評定の合計（１３５点満点）を得点化し、評価する。 

２ 選抜方法 
  学力検査及び面接の結果と調査書をもとに、自己推薦書の記載事項を考慮し総合的に選抜す

る。 

普通科・ 
文化教養  
(吹奏楽) 

コース 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 学力検査 国語（５０点満点）の得点をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。   

(2) 自己表現  ２０点満点で評価し、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 調 査 書 ３年間の各教科の評定の合計（１３５点満点）を得点化し、評価する。 

２ 選抜方法 
  学力検査及び自己表現の結果と調査書をもとに、自己推薦書の記載事項を考慮し総合的に選

抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                 



《石薬師高等学校》                                                         
 学 校 の 特 色 

 本校は昭和５３年に創立され、令和８年度には開校４９年目を迎える普通科の学校です。 
 校訓の「自主・創造・敬愛」をもとに、次のような学校を目指しています。 

＜自主＞ 自ら努力して学び、自分の進路を自分で切り拓く生徒を育てる学校 
＜創造＞ 地域から信頼され、強い責任感を持ち、将来の社会に貢献する生徒を育てる学校 
＜敬愛＞ 笑顔にあふれ、人を思いやる豊かな人間性を持つ生徒を育てる学校 
 

 このような学校を実現するために生徒一人ひとりをきめ細かくサポートする取組を進めています。特に次の
３つに力を入れています。 

○ 学ぶ楽しさを実感できる授業 
生徒一人ひとりが学ぶ意欲を高めながら、基礎的な学力をしっかりと身につけるよう「わかる授業」を

めざして取り組んでいます。授業によっては、習熟度別のクラス編成をしています。 
○ キャリア教育の充実 
  １年次は全員共通の科目を学習し、その後２年次からは進学希望に対応する「アカデミック類型」と就

職など幅広い進路希望に対応する「スタンダード類型」に分かれ、進路希望に応じて学びます。また、総
合的な探究の時間等において「企業・学校説明会」「企業・学校訪問見学」「インターンシップ（就業体
験）」などに取り組むとともに全職員体制で指導にあたる「面接指導」を行うなど、３年間を見通じたキ
ャリア教育計画を進め、生徒一人ひとりの進路希望を実現します。 

○ 豊かな人間性の育成 
ホームルーム活動、学校行事や部活動・生徒会活動のほか、併設の特別支援学校との交流等を通じて、

他者への優しさや思いやり、生命の尊さや人権を尊重する心、感謝の気持ちなど、生徒一人ひとりの豊か
な人間性を育みます。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 志望動機が明確で、高校生活に目的意識を持つ者 
 ○ 規範を守り、学校生活に積極的に取り組める者 
 ○ 基礎的な学力と学ぶ意欲を備え、向上心を持って学習する者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 

面    接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、学習・部活動等の学校生活に対する意欲・関心、将来の目標等について応
答する。 

学力検査  国語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 
         評定（第３学年の各教科の評定の合計）   ４５点満点 
         評定以外の記載事項         最高 ３０点    
                   合    計                         ７５点 
  (2) 面   接 次の４つの項目について、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
         ・ 志望動機 
            ・ 中学校生活に関する内容 
              ・ 高校での抱負と将来の進路 
        ・ 面接態度 
  (3) 学力検査 国語（５０点満点） 

２ 選抜方法 
   (1)～(3)をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

                                                                                 
 
 
 
 



《稲生高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

知・徳・体の調和がとれた教育実践をとおして、学校・家庭・地域の連携のもと「社会に役立つ人材の育
成」に取り組み、向上心やコミュニケーション能力の育成を目指します。また「社会に役立つ人材」を育成す
るためのきめ細やかな生徒指導や個人面談を充実させ、個々の進路実現につなげます。 
（普通科） 
 ○ ２年次より、生徒の興味・関心に合わせてコースの授業を行い、大学、専門学校、民間企業等と連携

し、資格取得や実習を多く取り入れ、生徒一人ひとりの進路実現につなげます。 
  ・アドバンスコース 
   国語・社会（公民）・数学・理科・英語の５教科の授業をとおして、幅広い教養を身につけることをね

らいとするコースです。生徒一人ひとりの多様な進路選択に対応し、基礎から発展的な内容まで学びま
す。また、資格取得をサポートし、社会で活躍できる人材の育成を目指します。 

  ・自動車工業コース 
   工業科目を中心に自動車工学、自動車整備など自動車と機械分野の基礎を学ぶとともに、３年次では企

業実習を行います。 
  ・介護福祉コース 
   介護福祉についての専門的な知識を学ぶとともに、「介護職員初任者研修課程（旧ホームヘルパー２

級）」の資格取得を目指します。 
  ・食物調理コース 
   食文化や食品についての専門的な知識を学ぶとともに、調理実習等をとおして、計画的に考え行動する

力を身につけ、食物に関する資格の取得を目指します。 
  ・ビジネスコース 
   簿記や情報処理などの商業科目を学ぶことで、コンピュータリテラシーやビジネスマナーなどビジネス

社会で必要とされる力を養います。 
  ・情報コース 
   日々高度化する情報社会で専門的な情報活用能力、技術や正しい情報モラルを備えたスペシャリストの

育成を目指します。さらにプレゼンテーションの学習を通じて、社会人として必要とされているコミュニ
ケーション能力や自己表現力が身につけられます。 

（体育科） 
○ 健康促進：自身の健康を重視し、フィットネスプログラムや栄養指導などを通じて、健康的な生活習慣

を養います。 
○ 運動能力の向上：生徒たちの運動能力を高めるために、多様なスポーツや運動プログラムを提供し、個

々のニーズや興味に合わせたトレーニングを行います。 
○ スポーツマンシップと精神面の育成：勝利だけでなく、フェアプレイや相手を尊重する精神を育て、ス

ポーツマンシップを重視します。また、ストレス管理や精神的な健康に関する教育を行います。 
○ チームワークとリーダーシップの育成：チームスポーツや協力型の活動を通じて、チームワークやリー

ダーシップスキルを養います。生徒たちが協力し合い、責任を持って行動する機会を提供します。 
○ キャリアの可能性の拡大：保健体育科教員をはじめ公務員を目指す等、将来のキャリアの可能性を広げ

る支援を行います。また、スポーツ関連のキャリアに興味を持つ生徒には、コーチングやスポーツマネジ
メントなどの専門知識を提供します。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科、体育科共通〕 
 〇 明確な進路希望を持ち学習活動をはじめ、主体的、積極的に取り組む意欲のある者 

〇 規範意識や基本的生活習慣が身についている者 
〇 自他を敬愛し、コミュニケーション能力がある者 

 
（普通科） 
 〇 コース制を理解し、学習活動に意欲的に取り組める者 

〇 資格取得、スポーツ（部活動やクラブチームでの活動）、文化活動や生徒会活動等に積極的に取り組ん
でおり、入学後も継続していく意思のある者 

（体育科） 
 〇 スポーツ等において優れた実績があり、専門性を高め、競技力向上を継続して活動する強い意志のある

者 
〇 スポーツに強い興味・関心があり、体育科の学習活動や部活動に継続して意欲的に取り組める者 

 
 
 
 
 



《稲生高等学校》 
学科・ 
コース名 

 検  査   実   施   概   要 

普 通 科 面    接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、学習や学校教育活動等への意欲、将来の目標等について応答する。 

学力検査  国語 

体 育 科 
面  接 

 
 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、スポーツ・学習に対する意欲、将来の目標等について応答する。 

実技検査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動基礎力： 立ち幅跳び、ハンドボール投げ、反復横跳びを全員が受検する。  
選択種目 ： 次の種目から、志願者が事前に選択した１種目とする。内容は、基本的

な技能・技術、動作を中心とする。 
陸上競技（１００ｍ走、８００ｍ走、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投
げ）・柔道・ソフトボール・サッカー・バスケットボール、ハンドボール 

  （注）・ 陸上競技は、（ ）内の５種目から１種目を選択する。 
ただし、雨天時は一部の種目を変更する。 

               １００ｍ走・走り幅跳び・砲丸投げ→立ち幅跳び 
８００ｍ走→シャトルラン 

・ 運動ができる服装を準備し、柔道選択者は柔道着を準備すること。スパイクシュー
ズの使用は認めない。 

                                                                                 
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点 
               調査書に記載されている事項 最高１０点） 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 学力検査 国語（５０点満点）の得点をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
 (1)  第１段階 調査書得点の順位が募集人数のおよそ８０％以内であることと、面接と学力検

査（国語）の評価がともにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
(2)  第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者  

体 育 科 １ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点 
               調査書に記載されている事項 最高１０点） 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 実技検査  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
(1)  第１段階  調査書得点の順位が募集人数のおよそ８０％以内であることと、面接の評価が

Ｂ段階以上かつ実技検査の評価がＡ段階であることの両方の条件を満たす者 
(2)  第２段階  第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 



《亀山高等学校》                               
 学 校 の 特 色 

 普通科、システムメディア科、総合生活科の３学科を展開し、多様な進路希望の実現を支援します。また、
個々の興味・関心、能力・適性に応じた学習を保障するため、２年次より学科の枠を越えて普通科目や専門科
目を選択できる総合選択制を採っているほか、インターンシップなどの体験学習を中心としたキャリア教育を
充実させ、勤労観・職業観の育成にも努めています。 
 普通科は、各自の適性に応じた進路希望を実現する学力の養成と資格の取得を目指し、「アドバンス系列」
と「セレクション系列」を設置しています。アドバンス系列では、７限授業、必要に応じた習熟度別講座編
成、夏期集中講座など、大学進学に向けてきめ細かな指導を行っています。セレクション系列では、興味・関
心や進路希望に応じた幅広い科目選択を可能にして、丁寧な指導を行っています。 
 システムメディア科は、県内唯一の「情報」に関する専門学科であり、充実した施設・設備の中でコンピュ
ータに関係する幅広い知識と専門的な技術を身に付けた高度情報社会で活躍できる人材の育成を目指していま
す。１年次では情報分野の基礎的な学習を進め、２年次より興味・関心、進路希望に応じて、「ＩＴシステ
ム」「メディアデザイン」「情報ビジネス」の３つの系列に分かれて、資格取得も支援しながらそれぞれの専
門分野の学習を行います。 
 総合生活科は、ヒューマンサービスに関連する職業について学習し、地域の人々との触れ合いを大切にしな
がら、思いやりの心とコミュニケーション能力を育てることを目標に「幼児教育」「人間福祉」「食物文化」
の３系列を設置しています。１年次に基礎学習とガイダンスの時間を設け、家庭科専門分野の基礎・基本を共
通して学習し、２年次より各系列に分かれた学習を行います。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科、システムメディア科、総合生活科共通〕 
 ○ スポーツ・文化活動やボランティア活動または生徒会活動等に意欲をもって取り組む姿勢を有する者 
 
（普通科） 
 ○ 将来の明確な進路希望がある者 
（システムメディア科） 
 ○ コンピュータに興味・関心があり、意欲的に取り組める者 
 ○ 情報・デザイン・ビジネス分野での資格取得を目指す者 
（総合生活科） 
 ○ 保育・福祉・食物分野に関心があり、学習する目的が明確な者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 
システムメディア科 
総合生活科 

面    接 
 

 個人面接（５分程度） 
 志望理由、中学校生活、高校生活における抱負、進路に対する目標等について応答す
る。 

作    文  ３０分・６００字程度 
 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 
システムメディア科
総合生活科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 面  接  次の６つの項目について評価し、点数化する。（３０点満点） 
        ・ 本校を志望する動機 
            ・ 学習に対する意欲 
              ・ 中学校生活における諸活動 
         ・ 高校生活についての抱負 
              ・ 自己や社会問題への関心 
        ・ 面接態度 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1)   第１段階 作文の評価がＢ段階以上であることと、調査書得点と面接得点の合計の順位が

募集人数のおよそ８０％に当たることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階  作文の評価がＢ段階以上かつ面接得点の順位が募集人数のおよそ１２０％に当た

る者のうち、調査書の評定以外の記載事項及び「自己推薦書」の記載事項におい
て、「選抜において重視する要件」に特に合致すると認められる者 

 (3) 第３段階  第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 



《津西高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は、創立より５２年、清新の気にあふれ教育内容・教育環境ともに充実した学校です。地元では「西
高」と愛称され、「高い志と広い視野を持ち、社会をリードする人材を育成する学校」「これからの社会を生
き、未来を切り拓いていくのに必要な資質、能力を培う学校」「確かな学力と豊かな人間性を育み、進路希望
を実現する文武両道の進学校」として教育課程を編成し、学習指導・進路指導の充実に努めています。 
 平成１９年度から６年間「スーパー・サイエンス・ハイスクール」、平成２５年度には「サイエンス・パー
トナーシップ・プログラム」の指定を受け、大きな成果をあげました。平成２６年度からは、それまでの内容
を継承発展させる「津西サイエンス・パートナーシップ・プログラム」を学校独自に立ちあげ、これらを通し
て国際科学科を中心に国内外で活躍できる能力と資質をもつ人材育成を目指しています。 

また、「津西グローバルチャレンジプロジェクト」として、昨年度は、これまでコロナの影響で中止してい
た「海外語学研修」を再開し、「オーストラリア語学研修」を実施しました。今後は、隔年で「海外語学研
修」を実施する予定です。さらに、平成２９年度から、これからの社会で求められる、他者との協働による課
題発見・解決及び表現能力を養うため、「総合的な探究の時間」において、探究活動「課題研究」に取り組ん
でいます。 

これらの取組等を通して、「社会で生きるのに必要な力（主体性、協働性、課題発見・解決能力、コミュニ
ケーション能力等）とそれを支える確かな学力、豊かな人間性を身につけた生徒」、「将来、リーダーとして
国際社会や地域社会に貢献しようとする高い志と夢を持つとともに、その実現に向けて学習や特別活動、部活
動に意欲的に取り組む生徒」を育むことを目指しています。 

 
 選抜において重視する要件 

（国際科学科） 
 ○ 将来リーダーとして国際社会に貢献しようとする高い志と夢をもち、それに対応できる学習成績と学習

意欲をもっている者   
 ○ 難関国公立大学への進学を強く希望し、希望実現のため意欲的・積極的に取り組める者 
 ○ 前期選抜学力検査教科のみならず、どの教科に対しても意欲的に取り組んでいる者  

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 

国際科学科 学力検査  数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
国際科学科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
   (1)と(2)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜

する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
                                                                                 
 
 
                                                                                 
                                                                                 



《津商業高等学校》                                                         
 学 校 の 特 色 

 中勢地区で唯一の商業に関する専門高校で、情報システム科とビジネス科があります。 
 情報システム科は、ネットワーク・データベース・セキュリティマネジメントといった情報の専門分野の基
礎を学習し、情報化社会に対応できる資格（国家試験等）と知識・技術を身につけ、ビジネスの諸活動におい
てコンピュータを活用する能力と態度を育みます。 
 ビジネス科は、簿記会計やワープロ、情報処理、マーケティング分野などビジネスに必要な知識・技術・マ
ナーを幅広く学びます。一人ひとりの進路や興味・関心に対応するため、２年生から会計類型と経営情報類型
に分かれて学習します。 
 卒業後の進路は、およそ６割が四年制大学・短期大学・専門学校等への進学、およそ４割が多様な職種へ就
職し、就職者の大半が三重県内に就職しています。 
 部活動がたいへん盛んで、運動部・文化部ともいくつもの部が全国大会に毎年出場しています。多くの生徒
が学習と両立させながら充実した学校生活を送っています。 

 
 選抜において重視する要件 

〔ビジネス科、情報システム科共通〕 
 ○ 「商業」や「情報」の学習に興味・関心と意欲があり、資格取得にも積極的に取り組める者    
 ○ スポーツ活動や文化活動または生徒会活動等に意欲を持って取り組む姿勢を有する者  

 
学 科 名 検 査  実   施   概   要 

ビジネス科 
情報システム科 面  接 

 

 個人面接（１０分程度） 
  志望動機、中学時代の諸活動、高校生活への関心・意欲、将来の目標等について応
答する。 

作  文   ４０分・４００～５００字 

 
学 科 名  選  抜  方  法 

ビジネス科 
情報システム科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 
         評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）    ４５点満点 
         スポーツ・文化活動、生徒会活動等における 

取組姿勢、意欲、実績等          最高 １５点    
                    合     計                             ６０点 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の６０％以内であることと、面接の評価がＣ段階

以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 調査書得点の順位が募集人数の１２０％以内であることと、面接の評価がＢ段

階以上かつ作文の評価がＣ段階以上であることのすべての条件を満たす者 
  (3) 第３段階   第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
                                                                                                   
                                                                                                  
                                                                                                  



《津東高等学校》                                                        
 学 校 の 特 色 

○ 本校は、津駅から最も近くにある普通科・単位制高校で、多くの生徒が国公立大学をはじめとする四年制
大学への進学を希望しています。本校では、受験を突破する力を付けるだけでなく、変化の大きいこれから
の社会で必要とされる、「自分らしくたくましく『未来を切り拓く力』（対話力・追究力・創造力・発信
力）」の育成を目指しています。これらの力を育成するため、地域の「本気の大人」の協力を得て、１・２
年生で、探究活動「自分らしくプロジェクト」に取り組み、答えが一つでない問いに対して納得解を創り出
す経験を積んでいます。また、単位制の特色を活かした多様な選択講座により、進路希望に応じた系列を選
択することができるとともに、一人ひとりを大切にしたきめ細やかなガイダンスを通して自分の将来につい
てじっくり考えることができます。 

 
○ １年次より、Ｓクラス（８０人）とＦクラス（１６０人）に分かれます。Ｓクラスは、１年次より国公立

大学をはじめとする四年制大学等への進学を強く希望する生徒で編成するクラスです。Ｆクラスは、１年次
で共通の科目を学習しながら進路を考え、２年次は理系・文系の２つの系列、３年次には国立文系、Ａ型文
系、Ｂ型文系、理系の４つの系列から、自分の進路実現に最も適した系列を選びます。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 自分らしく社会に貢献しようとする夢と志を持ち、その実現のために、国公立大学をはじめとする四年

制大学等に進学したいという意志が明確な者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 

普 通 科 学力検査  数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 学力検査 ２００点（数学５０点、英語５０点をそれぞれ２倍する） 

２ 選抜方法 
   (1)と(2)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜

する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
             
 
 
 
 
 
 
 
                                                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《津工業高等学校》                                                         
 学 校 の 特 色 

 「電気科」「電子科」「建設工学科」各学年１学級と「機械科」各学年３学級を置く、平成２９年度(２０１
７年度)に１００周年を迎えた長い歴史と伝統を有する、中勢地区唯一の工業高校です。生徒は、日々、教科学
習をはじめ、部活動や資格取得等の自主的・自発的な活動をとおして、基礎学力の向上、工業に係る専門知識
・技術、また、規範意識やコミュニケーション力等の社会人基礎力の習得、相手を思いやり、命を大切にする
人権感覚の醸成等に積極的・意欲的に取り組んでいます。そして、専門知識・技術や部活動の実績を生かし、
約７割の生徒が県内を中心に就職しています。また、約３割の生徒が県内外の大学・短大・専門学校に進学し
ています。 

 
 選抜において重視する要件 

〔機械科、電気科、電子科、建設工学科共通〕 
 〇 「ものづくり」に興味・関心があり、工業に係る専門知識・技術の習得に強い意欲を持ち、自己の進路

実現に向かって主体的に学ぶ者 
〇 ルールやマナーを順守し、良好なコミュニケーションを心がけながら、基本的生活習慣の確立に向かっ

て弛みなく行動する者 
〇 部活動や生徒会活動、資格取得等の自主的・自発的な活動の充実に向かって積極的にチャレンジする者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
機 械 科 
電 気 科 
電 子 科 
建設工学科 

面    接 
 

 集団面接（１グループ２０分） 
 志望動機、工業教育に関する興味・関心、適性について応答する。 

総合問題  ５０分（数学、国語） 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
機 械 科 
電 気 科 
電 子 科 
建設工学科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 
         評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）         ７０点満点 
         中学３年間におけるスポーツ・文化活動の取り組み状況等 最高１５点    
                   合    計                                  ８５点 
  (2) 総合問題 ３０点 
  (3) 面   接 次の４つの項目についてそれぞれ評価し、Ａ～Ｅの５段階で評価する。 
        ・本校を志望する動機、目的意識 
        ・学科の内容についての理解 
        ・高校生活への意欲 
        ・面接態度（応答の的確さ、明瞭さなど） 

２ 選抜方法 
   (1)と(2)の合計点数をもとに、面接の評価並びに調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮

して総合的に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                   



《久居高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

〇 単位制高校であり、多数の選択科目を設置しています。 
〇 大学進学、看護・医療系を含む専門学校への進学、公務員、民間企業等への就職等、生徒一人ひとりの進

路実現をサポートします。 
〇 生徒の進路希望に応じて、きめ細かく丁寧に指導を行うため、一年次より、スポーツコース、普通コー

ス、チャレンジコースに分かれて学習します。 
・スポーツコースでは、体育系大学への進学や、実社会でスポーツに係る人材育成を目標としたカリキュ
ラムにより学習を進めます。 
・普通コースでは、５教科の学びを中心に基礎学力の定着を図り、二年次から進路希望実現に向けて科目
を選択します。 
・チャレンジコースでは、国公立大学や難関・中堅私立大学への進学ニーズに対応するカリキュラムで 
の学習を行います。 

〇 運動部、文化部とも、活発に活動しており、優秀な成績をあげています。 

 
 選抜において重視する要件 

〇 高校生活に明確な目的意識をもち、自らの目標に向かい意欲的・積極的に取り組める者 
〇 体育・スポーツに興味・関心をもち、スポーツに関連する学習活動や実習などに意欲的・積極的に取り組

める者 
〇 各教科の学びを大切にして、自らの進路希望の実現に向けて、進路に応じた専門的な学習や実習等に意欲

的・積極的に取り組める者 
〇 国公立大学や難関・中堅私立大学等への進学を目指し、各教科の学習に意欲的・積極的に取り組める者 
〇 学校行事や部活動、地域活動などに意欲的・積極的に取り組める者 

 
学科・ 
コース名 

検  査   実   施   概   要 

普 通 科 面  接  集団面接（１グループ２０分程度） 
 将来の進路希望やその実現に向けての意識、あるいは高校生活全般に対する 
関心、意欲等について応答する。 

次
の
ど
ち
ら
か
一
つ
を
事
前
に

選
択
す
る
⌐ 

Ⅰ学力検査 国語 

Ⅱ実技検査 
 

基本的な運動： ラジオ体操第一、マット運動を全員が受検する。 
得意種目  ： 次の陸上競技２種目の中から受検者が事前に選択した１種目 

を受検する。 
男子：１００ｍ走、１５００ｍ走 

        女子：１００ｍ走、１０００ｍ走 
         （注）天候によっては、種目を変更することがある。 
            １００ｍ走→２５ｍ２往復走 
            １５００ｍ走、１０００ｍ走→シャトルラン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《久居高等学校》 
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普 通 科 
１ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。 
評定（第３学年の各教科の評定の合計） ４５点満点 
評定以外の記載事項      最高   ５点   

合    計            ５０点 
 
(2) 面   接 次の５つの項目について、総合的にＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

        ・志望動機 
             ・積極性 
               ・物事への関心 
        ・社会性 
        ・目的意識 
   

(3) 検  査 （ⅠまたはⅡの検査方法の中からあらかじめ１つ選択する。） 
Ⅰ 学力型 
  学力検査 検査内容について、総合的にＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

  
Ⅱ 体育型 

実技検査 検査内容について、総合的にＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
 

２ 選抜方法 

 Ⅰ 学力型 
次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮

して総合的に選抜する。 
(1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の８０％以内であり、面接及び学力検査の評 

価がともにＡ段階である者 
(2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 
  

 Ⅱ 体育型 
次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮

して総合的に選抜する。 
(1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の８０％以内であり、面接及び実技検査の評 

価がともにＡ段階である者 
(2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《久居農林高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

 本校は、農業と家庭の専門教育を通して、自然と勤労を愛し、地域や社会に積極的に貢献することのできる
生徒を育てる専門高校を目指しています。 

本校には、以下のような特色があります。 
○ 少人数教育による充実した学習指導 
  1 クラス３０人以下の少人数教育を実施しています。さらに、進路希望に応じて教科・科目選択の機会も

あります。 
○ 特色あるコースで学べる専門教育 
  農業学科６コース、家庭学科３コースは、それぞれ特色ある学習内容でスペシャリストを目指します。 
○ 生徒の適性に応じた多様な進路指導 
  就職から進学まであらゆる進路実現ができる体制をとっています。また、国公立大学への進学についても

力を入れています。 
○ 学習と部活動の両立 
  運動系部活動、文化系部活動とも活発に活動し、毎年全国大会、東海大会に進出するなど活躍しています｡

また、動物クラブ、林業クラブなど専門教育に関連する生産系の部活動も活躍しています｡ 
 
 選抜において重視する要件 
〔生物生産科、生物資源科、環境情報科、環境土木科、生活デザイン科共通〕 
 ○ 強い志をもち、高等学校での学習に意欲的・継続的に取り組むとともに、その学習を生かした資格取得

などに積極的に挑戦しようとする者 
 ○ 高等学校で学習する専門的な内容等を生かした進路実現を果たそうとする者 
 ○ 部活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組める者 
 
（生物生産科） 
 ○ 食品加工や食料生産等に関する学習に強い興味・関心、意欲があり、それらの専門性を生かした進路実

現を目指す者 
（生物資源科） 
 ○ 動物や食料生産等に関する学習に強い興味・関心、意欲があり、それらの専門性を生かした進路実現を

目指す者 
（環境情報科） 
 ○ 自然環境や林業、草花栽培や造園等に関する学習に強い興味・関心、意欲があり、それらの専門性を生

かした進路実現を目指す者  
（環境土木科） 
 ○ 農業土木や農業機械、草花栽培や造園等に関する学習に強い興味・関心、意欲があり、それらの専門性

を生かした進路実現を目指す者 
（生活デザイン科） 
 ○ 食生活・衣生活・リビング・保育等に関する学習に強い興味・関心、意欲があり、それらの専門性を生

かした進路実現を目指す者 
 

学 科 名 検  査   実   施   概   要 
生物生産科 
生物資源科 
環境情報科 
環境土木科 
生活デザイン科 

面    接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 「自己推薦書」の内容を中心に、志願者の目的意識･関心･意欲について応答する。 

作    文 
 

  ４０分・４００字程度 
 

学 科 名  選  抜  方  法 
生物生産科 
生物資源科 
環境情報科 
環境土木科 
生活デザイン科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 
         評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）   １３５点満点 
         スポーツ・文化活動等の取り組み状況   最高  ２０点    
           合    計                          １５５点 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の８０％以内である者のうち、面接と作文の評価

のいずれか一方がＡ段階であり、他方がＣ段階以上である者、または両方がＢ段
階である者 

  (2) 第２段階 調査書得点の順位が募集人数の９０％以内である者のうち、面接と作文の評価
のいずれか一方がＢ段階以上、他方がＣ段階以上である者 

  (3) 第３段階  第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 



《白山高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は、青山高原の東山麓、雲出川の中流域に位置しており、豊かな自然と落ち着いた学習環境に恵まれ
た、家庭的で温かい雰囲気の学校です。 
 またコミュニティ・スクールの理念を生かした地域連携に取り組み、「地域を愛し地域を活性化できる生徒
の育成」を目指しています。 
 小規模校のメリットを生かしたていねいな学習や、地域とのつながりを大切にした活動を中心に、きめ細か
い指導とキャリア教育に力を入れています。 
 多くの科目で少人数制や習熟度別などの講座編成を行い、「学習のしやすさ」と「授業のわかりやすさ」を
工夫しています。 
 地域における実習や体験学習を行う科目や、コミュニケーション能力を重視した科目など、総合的な「人間
力」を高める科目群があります。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科、情報コミュニケーション科共通〕 
 ○ 学校生活や学習活動、地域に根ざした体験学習等を含め、本校での教育活動に積極的に取り組む意欲の

ある者 
 ○ スポーツ・文化活動において優れた実績や能力があり、入学後も継続して積極的に活動する意志のある 
  者 
 ○ 生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組める者 
 
（普通科） 
 ○ キャリア教育を通して、社会で活躍できる人間力を身につけたい者 
 ○ 福祉に興味・関心があり、関連する資格取得を目指す者 
（情報コミュニケーション科） 
 ○ 情報コミュニケーション科の学習に興味・関心があり、主体的・積極的に取り組める者 
 ○ 将来の自己実現に向けて、商業系の資格取得を目指す者 

 
学 科 名 検 査  実   施   概   要 
普 通 科 
情報コミュニ 
  ケーション科 

自己表現 
 

〇 自己表現（５分程度） 
自分の特技等から学んだことや、自己の成長につながったこと等を自己アピールす

る。 
〇 個人面接（１０分程度） 
 面接では自己表現の内容や、志望動機等について応答する。 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 
情報コミュニ 
  ケーション科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1)調 査 書 点数化する。 

① 第１～第３学年の各教科の評定を換算する  ９０点 満点 
② 生徒会活動、スポーツ・文化活動等の実績 

等を含む取り組み状況、資格取得     最高２０点     
           合計                 １１０点 

  (2)自己表現（個人面接を含む） 
次の４つの項目について、総合的にＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。     

         ・ 自己表現の内容、発表方法、表現力 
         ・ 本校への志望動機、入学後の各種学習活動等への意欲 
         ・ 学科の内容についての理解 
                ・ 面接態度 

２ 選抜方法 
  (1)調査書の①及び②と(2)自己表現（個人面接を含む）の評価をもとに、調査書及び「自己

推薦書」の記載事項（スポーツ・文化活動の具体的な実績等）を考慮して総合的に選抜する。 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 



《上野高等学校》 
 学 校 の 特 色 

 １２０余年の歴史と伝統があり、多くの卒業生が各方面で活躍しています。地域からは、生徒の進路希望を
きめ細かくサポートしてくれる進学校として信頼を得ています。学業と部活動の両立をモットーに、９割を超
える生徒が部活動に加入しており、東海大会や全国大会の場で活躍している部もあります。 

学際探究科は、三重県初の普通科新学科として今年度新入生を迎え入れました。これまでの普通科の学びに
探究的な学びを加えることにより、試行錯誤を繰り返しながら課題解決へのアプローチや学び方を身につけ、
より高い学力の習得につなげることができる新時代に対応した新しい学科です。 

文部科学省指定の「スーパーサイエンスハイスクール」は第Ⅱ期目を迎え、理数科・学際探究科ともに課題
発見・解決力等を育む学習活動の更なる充実を図っています。 

 
 選抜において重視する要件 
〔学際探究科、理数科共通〕 
 ○ 志望動機が明確で、高校生活にしっかりとした目的意識を有する者 
 
（学際探究科） 
 ○ 国公立大学や難関私立大学等への進学を希望し、すべての教科で意欲的に学習することができる者 
 ○ 学際探究科の学習および探究活動に積極的に取り組み、好奇心をもって様々な活動に挑戦することがで

きる者 
（理数科） 
 ○ 難関国公立大学や医学科への進学を希望し、すべての教科に強い興味・関心をもって意欲的に取り組む

ことができる者 
 ○ 理数科の学習内容および理数科行事への興味・関心が高く、優れた思考力・判断力・表現力等を身に付

け、主体的に学ぶことができる者 
 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
学際探究科 

面    接 
 
 

 個人面接（１０分程度） 
志望理由、将来の夢、中学校での探究活動、学際探究科で頑張りたいこと等につい

て応答する。 

学力検査  数学、英語 

理 数 科 学力検査   数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
学際探究科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の合計 ４５点満点） 
  (2) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 
  (3) 面  接  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法 
   (1)と(2)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項、面接の評価を考慮して

総合的に選抜する。 

理 数 科 
 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の合計 ４５点満点） 
  (2) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
   (1)と(2)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜

する。 

                                                                                                  
                                                          
                                                                                 
                                                                                                  
                                                  
                                                                                 
                                                                                                  
                                                                                                  
                                                                                                  
                                                                   



《あけぼの学園高等学校》                                                 

 学 校 の 特 色 

○ 小規模の学校で、各年次を２０～３０人ずつのクラスに分けてホームルームを構成しています。 
○ 少人数教育によって、家庭的な雰囲気の中で一人ひとりを大切にする教育を推進しており、生徒の興味・

関心、適性に応じた進路が実現できるように積極的に支援しています。 
○ 総合学科の学校で、多くの選択科目から一人ひとりの個性に応じた授業を選択することにより将来の夢の

実現をバックアップします。 
○ 習熟度別学習や少人数教育を積極的に取り入れ、１人１台タブレット端末をはじめとする充実したＩＣＴ

環境を活用して、学ぶ喜びを感じられる授業を展開しています。 

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科） 
 ○ 志望動機が明確で、高校生活にしっかりとした目的意識をもつ者 
 ○ 総合学科の学習内容に対して強い興味・関心、意欲のある者 
 ○ 規範意識を強くもち、学校生活に積極的に取り組める者 
 ○ すべての教科に対して真面目に学習活動に取り組める者 
 ○ 将来の夢の実現に向け、チャレンジする向上心がある者 

 
学 科 名 検 査  実   施   概   要 
総合学科 面    接 

 
 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、将来の目標、中学校での活動等について応答する。 

作    文   ３０分・６００字程度 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 選抜方法の各段階において記載事項の全てを考慮する。 
  (2) 面  接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 
  (3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 面接、作文の評価が全てＡ段階である者 
  (2) 第２段階 面接、作文の評価が全てＢ段階以上である者 
  (3) 第３段階 第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                               
   
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
                                                                                 



《伊賀白鳳高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

○ 工業、農業、商業、福祉の学科を有する三重県唯一の総合専門高校です。地域に根ざし、地元で活躍でき
る生徒の育成をめざします。 

○ ７つの学科 機械科、電子機械科（ロボットコース、電気工学コース）、建築デザイン科（建築・インテ
テリアコース、デザインコース）、生物資源科、フードシステム科（フードサイエンスコース、パティシエ
コース）、経営科、ヒューマンサービス科（介護福祉コース、生活福祉コース）を設置し、職業に関する専
門的な学習を行います。 

○ ３年間を通した系統的なキャリア教育を推進し、生徒の興味・関心や適性に応じた進路が実現できるよう
積極的に支援します。 

○ 企業と連携した伊賀版デュアルシステムを導入することにより、実践的かつ高度な専門教育を推進しま
す。 

○ 部活動を奨励し、文化・スポーツ活動を通して心身を鍛えることにより、心豊かな人間性と個性を伸ばす
ことに努めます。 

○ ２年次からは、進学希望者に対応するため、専門科目に替えて普通教科・科目も選択することができま
す。 

○ 各種検定や職業資格の取得ができるよう補習授業等にも積極的に取り組みます。 

 
 選抜において重視する要件 

〔機械科、電子機械科、建築デザイン科、生物資源科、フードシステム科、経営科、ヒューマンサービス科共通〕  
 ○ 学習活動にまじめに取り組むことができる者 
 ○ 健康管理、自己管理ができ、自己表現力とコミュニケーション能力のある者 
 ○ 校内外における自発的な活動（たとえば、スポーツ・文化活動、生徒会活動、人権活動、ボランティア

活動等）に熱心に取り組み、入学後も継続して意欲的に活動できる者  
 
（機械科） 
 ○ ものづくりに興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のあ

る者 
（電子機械科） 
 ○ コンピュータ制御技術に興味・関心があり、新しい知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のある者  
 ○ 電気技術に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のある者  
（建築デザイン科） 
 ○ 技術・家庭に興味・関心があり、木材を使ったものづくりや建築に関する知識の習得等に根気強く取り

組むことができる者 
 ○ 美術に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のある者 
（生物資源科） 
 ○ 植物バイオテクノロジーや食料生産に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得や新し

い知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のある者 
（フードシステム科） 
 ○ 安全で安心な食品の製造に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極的に取り

組む意欲のある者 
 ○ 製菓に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のある者 
（経営科） 
 ○ 販売や流通、経済や企業の経営等に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極

的に取り組む意欲のある者 
（ヒューマンサービス科） 
 ○ 福祉に関する分野で、特に介護に興味があり、高度な資格の取得等に積極的に取り組む意欲のある者 
 ○ 福祉や保育に興味・関心があり、その分野の専門的な知識や技術の習得等に積極的に取り組む意欲のあ

る者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《伊賀白鳳高等学校》   
学 科 名 検 査  実   施   概   要 
機 械 科 
電子機械科 
建築デザイン科 
生物資源科 
フードシステム科 
経 営 科 
ヒューマン 

サービス科 

面    接 
 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志願する学科への志望動機、高校生活や学習活動等への関心・意欲、進路に関する
目的意識、目標等について応答する。 

作    文  ４５分・２～３のテーマに対し、各１５０～２００字 

                                                    
学 科 名  選  抜  方  法 
機 械 科 
電子機械科 
建築デザイン科 
生物資源科 
フードシステム科 
経 営 科 
ヒューマン 

サービス科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 
  (3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
(1) 第１段階 調査書、面接、作文の評価が全てＡ段階である者 
(2) 第２段階 調査書、面接、作文の評価が全てＢ段階以上である者 
(3) 第３段階  第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                
                                                                        
                                                                                                  



《名張高等学校》             
 学 校 の 特 色 

○ 全体像 
本校は、校訓である「自律」「協調」「創造」の精神を活かし、地域とともに新時代の社会で活躍できる

人材を輩出する学校を目指しています。Society5.0 の新しい社会に必要な資質能力の育成を目指して、地域
との連携を更に進め、仲間とともに目的に向かって協働する態度を身につけます。 

〇 系列 
 ◆ 文理アドバンス系列 
   文系教科または理系教科を中心に広い視野で仲間とともに学習し、大学・短期大学・看護医療系専門学

校へ進学できる力を身につけます。地域の人から学んだり、実際に地域で体験したり、看護医療専攻では
医療機関と連携をするなどし、社会で活躍できる力を身につけます。 

◆ 総合ビジネス系列 
   ビジネスの基礎を学習することで、将来即戦力として地域や企業で活躍できる力を身につけます。情報

処理検定などの資格を取得し、進路実現にいかします。地域観光資源について調査・分析・課題解決策を
提案することで、地域の活性化に貢献できる力を身につけます。 

 ◆ 健康スポーツ系列 
   健康・スポーツの専門的な学習をすることで、健康を維持し、スポーツに積極的に関わる姿勢を身につ

けます。地域と連携し、健康・スポーツの大切さを発信し、健康増進のリーダーとして社会で活躍できる
力を身につけます。 

 ◆ 表現デザイン系列 
   絵画・演奏研究・ファッション・映像などの専門的な学習を通して、創造力や自己表現力を身につけま

す。学習成果を地域に発信し、文化の担い手となれる力を身につけます。 
○ キャリア教育 

１年次「産業社会と人間」、２・３年次「総合的な探究の時間」を通じて、生徒の主体的な進路実現がで
きるようきめ細かな指導を行います。生徒の進路先は、進学が約７割、就職が約３割であり、総合学科の特
色ある学びのシステムにより、幅広い進路実現を可能にしています。 

○ 部活動 
「吹奏楽」「美術」「放送」「新聞」「茶華道」「ＥＳＳ」「ワープロ」「ヒューマンライツ」「漫画研

究」などの文化部、運動部についても充実した施設設備を活用して「柔道」「新体操」「野球」「サッカ
ー」「テニス」「ハンドボール」「バスケットボール」「バレーボール」「卓球」「剣道」など、人間性と
競技力の向上を目指して日々活動に励んでいます。 

 
 選抜において重視する要件 

（総合的観点） 
 ○ 学校生活 
   本校の教育活動全般に対して強い興味・関心をもち、入学後、積極的・意欲的に学校生活を送る意志の

ある者 
 
（個別観点） 
 ○ 学習について 
   国語、地理歴史、公民、数学、理科、英語、芸術、保健体育、商業、情報、家庭等の各教科に強い関心

をもち、得意分野の学習活動に意欲的に取り組む者 
 ○ スポーツ・文化活動等について 
   スポーツ・文化活動等に積極的に取り組んでおり、入学後もその活動を継続して行う意志のある者 
 ○ 地域活動・人権活動等について 
   地域活動や生徒会活動、学級活動、ボランティア活動または人権活動等に積極的に取り組める者 
 ○ 進路について 
   将来、地域社会の一員として地域の活性化や社会貢献をする意欲をもち、向上心をもって自分の夢や目

標の実現に努力する者 

                                                                                 
                                                                                                  
                                                                                                  
                                                                                                  
                     
 
 
  
    
 
                                                                                 



《名張高等学校》                                                                              
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合学科 

面  接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、学校生活への意欲、自己アピール等について応答する。 

学力検査   数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。 
                  評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）      ４５点満点 
                  スポーツ・文化活動等の実績等          最高  ５点       
                    合    計                          ５０点 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する。 
  (3) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
 (1) 第１段階 調査書得点等によりおよそ募集人数に当たる数の者を選ぶ。選ばれた者のうち、

面接の評価がＣ段階以上かつ学力検査得点の順位が募集人数のおよそ９０％以内で
あることの両方の条件を満たす者 

  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《名張青峰高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

 名張青峰高等学校は、いずれも単位制の仕組みによる「普通科」と「普通科・文理探究コース」を設置し、
生徒一人ひとりの自己実現と進路実現を図ります。 
 「普通科」は、多様な選択科目を開講し、幅広い生徒の興味・関心・進路に対応します。 
 「普通科・文理探究コース」は、探究的活動を重視した授業や放課後・休業中のセミナー、自習室開放等に
より、国公立大学等への進学を目指します。 
 名張青峰高等学校では、Chromebook をはじめとする充実したＩＣＴ環境を活用した授業、海外の姉妹校や留
学生との交流等のグローバル教育、人権尊重をベースとした協働的・主体的学習態度の育成などにより、「未
来を拓く力」「グローバル化社会で活躍する力」「人とつながる力」を育成します。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科、普通科・文理探究コース共通〕 
 ○ 志望動機が明確で、高校生活にしっかりとした目的意識をもっている者 
 
（普通科） 
 ○ 勉学をはじめ、スポーツ・文化活動や生徒会活動または人権活動等に積極的に取り組んでおり、入学後

それらの活動に継続して意欲的に取り組める者 
 ○ 上級学校等への明確な志望動機をもち、入学後各教科の学習に意欲的に取り組める者 
（普通科・文理探究コース） 
 ○ 国公立大学や難関私立大学等への明確な志望動機をもち、入学後各教科の学習に意欲的に取り組める者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 面  接 

 
 

 集団面接（１グループ２０分程度） 
 進路に関する目的意識、学習に関する関心・意欲、規範意識、中学校時代の諸活動、
入学後の学校生活の目標等について応答する。 

学力検査   数学、英語 

普通科・ 
文理探究 

  コース 
学力検査   数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の評定の合計４５点満点） 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
  (3) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
  (1)と(3)の点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項、面接の評価を考慮して総合

的に選抜する。 

普通科・ 
文理探究 

  コース 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の評定の合計１３５点満点） 
  (2) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
 (1)と(2)の点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



《松阪高等学校》 
 学 校 の 特 色 

 明治４３年に創立した飯南女学校を前身として、松阪市民から「南高（ナンコウ）」または「松高（マツコ
ウ）」と親しまれている歴史と伝統のある学校です。生徒のほとんどが大学等に進学し、その中でも四年制大
学への進学が圧倒的に多く、充実した学習指導と的確な進路指導のもとで、生徒の自己実現に必要な力を養う
ことができます。授業は、「学問のおもしろさや楽しさ」を体感できるように工夫されており、自らの興味や
関心を深め、目的を持った大学選びにつながるようにしています。 

文部科学省よりＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受け、課題発見・課題解決能力の育成
をとおして主体的、対話的で深い学びを行います。この探究活動の中で、大学の先生の講話を聞いたり、大学
や研究施設とも連携をします。そこから、「何のために学ぶのか」という問いに対する答えを自らが追求し、
自分の将来について考える機会を多く持つようにしています。授業改善を図り、授業内容を充実するととも
に、授業時間もしっかり確保しています。また、土曜講座を開催し、課外学習体制も充実しています。 

生徒一人ひとりの個性を大切にし、自ら考え、自ら行動できる人を育てることを教育目標とし、学習にも部
活動にも一生懸命に取り組むことができる学校です。 

 
 選抜において重視する要件 

（理数科） 
○ 将来を担うリーダーとして社会貢献できる「高い志と夢」を有し、難関国公立大学や医学部への進学を

希望し、全ての教科に強い興味・関心をもって意欲的に取り組むことができる者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 

理 数 科 学力検査  数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
理 数 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 学力検査 ２００点（数学５０点、英語５０点をそれぞれ２倍する） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1)  第１段階 調査書得点と学力検査得点の合計点数の順位が募集人数のおよそ９０％以内で

ある者 
  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
    
 
                                                                              
                                                                                                  
                                                              
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 



《松阪工業高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

 明治３５年に当時全国唯一の応用化学専攻の三重県立工業学校として開校した伝統ある学校です。 
 創立当時の木造校舎の外壁は、実験の影響で黒変することのないようにと朱色に塗装されていました。この
外壁に由来する校訓「赤壁魂」（せきへきたましい）とは、本校生徒が学校生活を通して積極的に自己の人格
を高め、勉学に励み、知識・技術を身につけて「社会に必要とされる人間になれ」という、創立当初からの松
工精神を伝える言葉です。 
 創立以来、常に時代に即し、充実した工業教育が行われ、二万人を超える先輩が産業界をはじめ各界で活躍
しています。 
 工業化学科は、創立以来の伝統を引き継ぎ、県内だけでなく全国へ優秀な人材を送り出しています。 

機械、自動車の２学科も、それぞれ県内の工業高校の中で最も早く設置され、伝統と実績を誇っています。 
 電気工学科は、電気主任技術者の資格取得者数で、全国の高校で常に上位の実績があります。 
 繊維デザイン科は、繊維のみならず幅広くデザイン、美術、工芸の学習ができる学科であり、多くの美術系
大学への進学実績があります。 
 また、各種の資格取得生徒数は、全国工業高校の中で常に上位に入る実績があります。 

 
 選抜において重視する要件 

〔機械科、電気工学科、工業化学科、繊維デザイン科、自動車科共通〕 
 ○ 勉学をはじめ、部活動または生徒会活動等に興味と意欲をもっている者 
 
（機械科） 
 ○ ものづくりに興味・関心があり、資格取得にも積極的に取り組める者 
（電気工学科） 
 ○ 身の回りの電気や電化製品に興味・関心があり、将来技術者を目指している者 
 ○ 資格取得によって、自分の力量を高めていきたいという意欲のある者 
（工業化学科） 
 ○ 化学実験や物質の成り立ちに興味・関心があり、ものづくりや資格取得に積極的に取り組める者 
（繊維デザイン科） 
 ○ デザインや美術・工芸に関する興味・関心があり、専門的な知識・技能を身につけたい者 
（自動車科） 
 ○ 専門的な知識や技術の習得及び資格取得に積極的に取り組める者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
機 械 科 
電気工学科 
自 動 車 科 

 
 

面  接 
 
 
 

 集団面接（１グループ２０分程度） 
 専門学科に関する興味・関心、意欲について応答する。 
 勉学をはじめ部活動または生徒会活動等に関する興味と意欲について応答する。 
 学校が用意したホワイトボード（A3 サイズ）を用いて意見を述べる質問も行う。 

作  文  ６０分・２題・各３００字程度 

工業化学科 
 
 

面  接 
 
 

 集団面接（１グループ２０分程度） 
 専門学科に関する興味・関心、意欲について応答する。 
 勉学をはじめ部活動または生徒会活動等に関する興味と意欲について応答する。 

作  文  ６０分・２題・各３００字程度 

繊維デザイン科 
 

面  接 
 
 

 個人面接（１０分程度） 
 デザインや美術、工芸等の創造的な仕事、自己表現やものづくりに関する興味・関
心、意欲について応答する。個人作品の持ち込み可。 

実技検査 
 
 

 鉛筆デッサン（休憩を含む１２０分） 
 用具：鉛筆、消しゴム（練り消しゴム可）、鉛筆削り用カッターナイフ（受検者が持

参） 
 用紙：Ｂ３画用紙（高等学校で用意） 

 
 
 
 
 



《松阪工業高等学校》  
学 科 名  選  抜  方  法 
機 械 科 
電気工学科 
工業化学科 
自 動 車 科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書 点数化する。 
                  評定（第３学年の各教科の評定の合計を２倍）      ９０点満点 
                  評定以外の記載事項               最高 ２０点    
                    合    計                          １１０点 
  (2) 面   接  次の５つの項目について評価し、点数化する。（３０点満点） 
                ・ 志望の動機、目的意識 
                ・ 学科の内容への興味・関心 
        ・ 中学校での活動 
                ・ 高校生活への意欲 
                ・ 面接態度 
  (3) 作   文  次の４つの項目について評価し、点数化する。（２０点満点） 
                ・ 課題に即した内容 
                ・ 表現、展開の適切さ 
                ・ 学科に対する興味・関心 
                ・ 表記の正確さ 

２ 選抜方法 
  (1)～(3)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選

抜する。 

繊維デザイン科 
 １ 選抜資料の取扱い 

 (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 面   接  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
  (3) 実技検査 １５点 

２ 選抜方法                                                 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1)  第１段階 面接の評価がＢ段階以上であることと、調査書得点と実技検査得点の合計の順

位が募集人数の８０％以内であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                                  
                                                                                              



《松阪商業高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

本校は大正９年の創立以来、地元松阪に根ざした商業高校として幾多の歴史を刻んできました。また、単位
制専門高校としての特色を活かして、生徒一人ひとりが自らの興味や関心・適性に応じた多様な科目選択を行
い、進路実現を図れるように取り組んでいます。 

令和４年度からは、「商業」に関する２つの学科（総合ビジネス科、国際ビジネス科）に改編をおこない、
引き続き生徒一人ひとりが多様な選択を行い、希望の進路実現を目指していきます。 
○ 総合ビジネス科は、商業科目が充実しており、情報（ＩＴ）に関する科目も豊富な学科です。１年次は商

業や情報全般の基礎を身につけ、２年次からは自分の興味・関心や進路実現を考えて「簿記会計」「ビジネ
スマネジメント」「ビジネス情報」から一つの分野を選択し、専門性を伸ばすことができます。生徒は各種
資格の取得に積極的に取り組み、それを進学や就職に活かします。 

○ 国際ビジネス科は商業や情報の基本的な科目に加え、英語にも力を入れている学科です。１～２年次で商
業や情報全般の基礎を学ぶとともに、英語ではティームティーチングや少人数授業により英語活用能力（４
技能５領域）を向上させ、社会で活かせる知識・技能を身につけることができます。英語科目が充実してお
り、生徒は商業と英語活用能力を伸ばしながら各種資格の取得に取り組み、それを進学や就職に活かしま
す。 

 
どちらの学科も、商業高校ならではの学習をつみあげ、仕事だけでなく日常生活にも役立つ知識や技術を育

てることができます。また、学校行事や部活動といった諸活動と、資格や検定の取得、進路実現にむけた勉強
を両立することで、社会で役立つ力の育成を見据えた学習をすすめています。 

 
 選抜において重視する要件 
〔総合ビジネス科、国際ビジネス科共通〕 
 ○ 入学後も学習活動・部活動等に意欲的に取り組む者 

○ 進路実現に向けて、資格取得等に積極的に取り組む者 
 

（総合ビジネス科） 
○ 簿記やコンピュータ、経済等商業全般の学習、もしくは商業に加えてプログラミングやネットワーク等

情報技術の学習に興味・関心がある者 
（国際ビジネス科） 
 ○ 簿記やコンピュータ、観光、地域活性化等商業に関する知識・技術の習得とともに、英語の学習や国際

理解に興味・関心がある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合ビジネス科 
国際ビジネス科 
 

面  接 
 
 

集団面接（１グループ２０分程度） 
 志望動機、学科に関する興味・関心や理解、高校生活への意欲、目的意識等につい
て応答する。 

作  文  ６０分・６００～８００字 

 
学 科 名  選  抜  方  法 

総合ビジネス科 
国際ビジネス科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 
                  評定（第３学年の各教科の評定の合計）       ４５点満点 
                  評定以外の記載事項             最高 １０点    
                    合    計                         ５５点 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法                                                 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の８０％以内であることと、面接と作文の評価が

ともにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 調査書得点の順位が募集人数の１００％以内であることと、面接と作文の評価

がともにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (3) 第３段階 第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                                 



《飯南高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は、連携型中高一貫教育やキャリア教育のこれまでの様々な取組をとおして、毎年着実に進化を続け、
大きくレベルアップしてきました。生徒は、周りの人を思いやる優しい心と基礎・基本の学力をしっかりと身
につけたうえで、各々の興味・関心、意欲をのばしていく探究的な学びを実践しています。このことは、本校
教育の柱になっています。１年次は、「産業社会と人間」において、多くの体験学習を通じて自分自身を発見
し、自己の生き方を模索しながら次年度に学ぶ学習内容を決め、系列を選択します。２年次は、選択した系列
学習に取り組むとともに、「キャリアデザイン」等をとおして進路についてじっくり考えます。３年次は、
「いいなんゼミ」で３年間の集大成として各々が学習した内容を発表するとともに、進路実現につなげます。
このように３年間の系統立ったキャリア教育をとおして、自分が興味・関心のある学習に取り組みながら、
「生きる力」を磨き、社会的に自立した人間を目指しています。 
 本校は、この学びによって社会に出た時に本当に役に立つ力をつけていく学校、一人でも多くの生徒が「飯
南高校に来て良かった」と感じて卒業してもらう学校を目指しています。 
 このように本校では、生徒一人ひとりの成長を支援するとともに、一人ひとりが目標をもって学ぶことによ
り、活発な教育活動を展開しています。生徒も教職員も生き生きとし、地域からも必要とされる学校を目指し
ています。 

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科）  
 ○ 総合学科の学習活動を主体的、積極的、継続的かつ誠実に行える者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合学科 面  接 

 
 個人面接（１０分程度） 
 本校総合学科の学習に関する興味・関心、意欲等について応答する。 

作  文  ５０分・３題・２００字程度 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 

１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点） 
  (2) 面   接  次の３つの観点により評価する。（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する） 
                ・ 本校を志望する動機、目的意識が明確か。 
               ・ 学科の内容についての理解ができているか。 
               ・ 面接態度（応答の的確さ、明瞭さなど）が良好であるか。 
  (3) 作   文  次の３つの観点により評価する。（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価する） 
               ・ 本校を志望する動機、目的意識が明確か。 
                ・ テーマに沿って適切に書かれているか。 
               ・ 表現・表記が適切であるか。 

２ 選抜方法 
    (1)～(3)をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《相可高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 普通科、生産経済科、環境創造科、食物調理科の４学科をもつ総合高校として、各学科の特色を生かしなが
ら、「生徒の夢をかなえ、地域と共に歩む学校」を教育理念に、意欲と活力ある学校を目指しています。 
 普通科は、単位制を導入し、興味・関心、将来の進路希望に応じた多様な選択科目の中から学ぶことができ
ます。また、課外指導、習熟度別授業などきめ細かい指導を行っています。従来のアドバンストクラスで培っ
たノウハウや指導を普通科２クラスに行い、国公立大学をはじめとした四年制大学や専門学校への進学、官公
庁や一般企業への就職など、それぞれの進路に応じたカリキュラムにより、多様な進路希望の実現を図ってい
ます。 
 生産経済科では、動植物の「生産」に加え、それらを「福祉」や「環境保全」にも応用する「流通」や「経
済」を学びます。また、人や環境に優しい産業人の育成を目指し、「園芸福祉」活動にも力を入れています。
これらの学習を、地元企業との共同商品開発や大学との共同研究、地域の保育園や社会福祉施設等への訪問な
ど、実践活動として行っています。総合実習と専攻実習では、「園芸」「松阪牛」「果樹」「作物」の４部門
で専門的な知識・技術を学びます。 
 環境創造科は、生活の基盤を支える「まちづくり」と「国土保全」を基本にしながら、人々が自然と共存し
ていくための循環型社会の形成を目標に、新たな環境を創造していくことができる技術者の養成を目指して、
平成２１年度に農業土木科から学科改編しました。「専門的な知識・技術を身につけ、進路保障につなげる」
という教育目標を堅持しながら、国公立大学等への進学や、国家・地方公務員への就職を目指し、社会に貢献
できる専門的人材の育成を行っています。また、資格取得を目標に学ぶことによって、『自ら学ぶ力』の育成
を行っています。 
 食物調理科は、食のリーダーの育成を目指します。県内の高校で唯一、卒業と同時に調理師免許が取得でき
る「調理師コース」と、製菓･製パンを中心に学習し、希望者は製菓衛生師の資格を取得できる「製菓コース」
があります。全国的にも注目されている研修施設「まごの店」「まごの店スイーツ」では、休業日を利用しな
がら調理・製菓から接客・販売に至る店の経営等について総合的・実践的に学んでいます。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 高い志を持ち、希望進路の実現に向けて意欲を持って持続的に学習に取り組む者 
 ○ 部活動や生徒会活動または地域との連携等に意欲的に取り組む意志のある者 
（生産経済科） 
 ○ 農業・環境・福祉に関して興味・関心、意欲があり、将来、就農を志す者または関連する分野への進学

や就職を強く希望する者 
 ○ 各種検定や資格取得に意欲のある者 
 ○ 部活動や生徒会活動または地域との連携等に意欲的に取り組む意志のある者 
（環境創造科） 
 ○ 専門分野の学習に興味・関心、意欲があり、明確な進路希望をもち、その実現に向けて意欲的に学習に

取り組む者 
 ○ 各種検定や資格取得に意欲のある者 
 ○ 部活動や生徒会活動または地域との連携等に意欲的に取り組む意志のある者 
（食物調理科） 
 ○ 食物に関する分野で、特に調理、製菓に興味・関心、意欲があり、高度な知識・技術を習得し、将来、

食に関する分野への進路を強く希望する者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 面  接 

 
 

 個人面接（７分程度） 
 中学校生活、志望動機、進路希望や進路に対する意識、目的意識、学習や部活動等へ
の意欲等について応答する。 

学力検査   国語 

生産経済科 
面  接 

 
 

 個人面接（７分程度） 
 生産経済科への志望動機、学習したい専門分野の内容、取得したい資格、将来の進路
について応答する。また、農業・環境・福祉分野に関する興味・関心や基礎的な知識に
ついて応答する。 

作  文  ４５分・２題・各２００字程度 

環境創造科 面  接 
 

 個人面接（７分程度） 
 志望動機、将来像、中学校で培ったもの、資格取得等について応答する。 

学力検査  国語 

 



《相可高等学校》                     
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
食物調理科 

面  接 
 

 個人面接（７分程度） 
 食物調理科で学びたいことや、将来への夢について応答する。 

小 論 文 
 

 ４５分・４００字程度 
 「食」に関連した内容について自分の考えを述べる。 

グループ 
  討議 

 
 

 グループに分かれて討議を行う。（１グループ４０分程度） 
 食産業を担う職業人に求められるコミュニケーション力をみる。 

① 与えられた食に関する課題について、自分の意見を述べる。 
② 他の発表者の意見に対し、感想や意見を述べる。 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 
環境創造科 １ 選抜資料の取扱い 

 (1) 調 査 書  点数化する｡(第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点) 
 (2) 面  接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
 (3) 学力検査  国語（５０点満点）の得点をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法                                                 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の７０％以内であることと、面接及び学力検査（国

語）の評価が全てＣ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 面接及び学力検査（国語）の評価が全てＣ段階以上である者のうち、調査書の記

載事項において「選抜において重視する要件」に特に合致していると認められる者 
  (3) 第３段階  第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

生産経済科 １ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書  点数化する｡(第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点) 
 (2) 面  接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
 (3) 作  文  Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法                                                 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の７０％以内であることと、面接の評価がＣ段階以

上及び作文の評価がＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2) 第２段階 面接の評価がＣ段階以上及び作文の評価がＢ段階以上である者のうち、調査書の

記載事項において「選抜において重視する要件」に特に合致していると認められる
者 

  (3) 第３段階  第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

食物調理科 
１ 選抜資料の取扱い 
 (1) 調 査 書    点数化する。(第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点) 
 (2) 面  接    Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
 (3) 小 論 文    Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
 (4) グループ討議 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法                                                 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の７０％以内であることと、面接の評価がＣ段階以

上、小論文及びグループ討議の評価がＢ段階以上であることの両方の条件を満たす
者 

(2) 第２段階 面接の評価がＣ段階以上、小論文及びグループ討議の評価がＢ段階以上である
者のうち、調査書の記載事項において「選抜において重視する要件」に特に合致
していると認められる者 

  (3) 第３段階  第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                
                                                                                 



《昴学園高等学校》                                                         
 学 校 の 特 色 

○ 総合学科、全寮制などの特色を生かして次のような人材育成を目指しています。 
 ・ 卒業後に社会で活躍できるように主体的に行動できる人材の育成 
 ・ 何事にも誠実にかつ意欲的に取り組むとともに、思いやりをもって人と接することができる人材の育成 
 ・ 地域との連携を深め、地域から信頼されるとともに地域から必要とされる人材の育成 
○ 本校は平成７年に設立された全国で唯一の全寮制総合学科高校です。（大台町、大紀町、多気町に在住の

生徒は通学も可能です。） 
○ １年次は共通の科目を履修し、自分の適性や進路について考えます。２年次以降は「地域探究」「総合ス

ポーツ」「美術工芸」「生活福祉」「環境技術」の５系列に分かれ、興味・関心のあることを学び、進路実
現につなげます。 

○ 身近な地域を学習フィールドとし、グループ学習等を通して、自らの生き方を探究することができます。
その他にも、小中学校への授業など、地域との交流が多くあります。 

○ 寮では規律ある集団生活のもとで生活を送ることができます。また、行事やサークル活動など生徒を中心
とした自主的な活動が行われています。学校まで徒歩１～２分であるため、放課後は部活動や学習、趣味な
どに没頭できる時間が多く確保できます。 

 
 このような特色ある独自の教育システムと取組を通じて、生徒の自主性・自律性・協調性などを育みなが
ら、個性と能力を伸ばす教育を行っています。 

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科） 
 ○ 本校の学習に強く興味・関心をもち、主体的に学習に取り組める者 
 ○ スポーツ活動・文化活動・生徒会活動等に積極的に取り組める者 
 ○ 寮・学校において協調性をもち、規律正しい集団生活をしていける者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合学科 面  接 

 
 個人面接（１５分程度） 
 志望理由、中学校の振り返り、高校生活への抱負、進路希望等についての応答する。 

作  文  ４５分・６００字程度 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 １ 選抜資料の取扱い 

 (1) 調 査 書 点数化する。 
評定（第１～３学年の各教科の評定を換算  ４５点満点 
評定以外の記載事項          最高１０点 

 (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。             
  (3) 作   文  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  (1)～(3)をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《明野高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は、創立以来１４５年という長い歴史を有し、農業関係学科と家庭関係学科を中心に発展してきまし
た。地域の活性化に貢献できる人材の育成を目指し、また、社会の変化に対応できるグローバル人材の育成を
目指しています。 
 特に、農業関係学科である生産科学科、食品科学科は、農業や関連産業に必要な知識・技術を身に付け、諸
問題を合理的に解決する科学的な思考力を高め、様々な進路に対応できる学科となっています。生活教養科や
福祉科も、それぞれの特色に合わせて充実した内容となっています。 
 本校では、広大な敷地と緑豊かな学習環境の中で、資格取得を目指して生徒たちが意欲的に学習や課題研究
に取り組んでいます。 
 また、放課後の部活動に取り組む生徒や、農業クラブ・家庭クラブなどの活動を通して地域連携に励む生徒
など、様々な分野に精力的に取り組み、明るく活気のある生徒がたくさんいます。 

 
 選抜において重視する要件 

〔生産科学科、食品科学科、生活教養科、福祉科共通〕 
 ○ 学習内容に対して興味･関心を持ち、学習に意欲的・持続的に取り組める者 

○ 部活動や生徒会活動等に積極的に取り組める者 
 
（生産科学科） 

○ 動植物の飼育・栽培及び農業に関連した職業に興味・関心・意欲があり、資格取得に積極的に取り組む
とともに、将来、その関連分野への進路を強く希望する者 

（食品科学科） 
○ 食品に関して安全・栄養・製造・流通・開発に興味・関心・意欲があり、資格取得に積極的に取り組む

とともに、将来、その関連分野への進路を強く希望する者 
（生活教養科） 
 ○ 衣生活・食生活に関する学習に興味・関心・意欲があり、資格取得に積極的に取り組むとともに、将

来、その関連分野への進路を強く希望する者 
（福祉科） 
 ○ 子ども・介護・障がい等の福祉分野に興味・関心・意欲があり、資格取得に積極的に取り組むととも

に、将来、その関連分野への進路を強く希望する者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
生産科学科 
食品科学科 
生活教養科 
福 祉 科 

面  接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、学科の内容、意欲・熱意について応答する。 

作  文  ４５分・５５０～６５０字  

  
学 科 名  選  抜  方  法 
生産科学科 
食品科学科 
生活教養科 
福 祉 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点） 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
 (1) 第１段階 調査書得点の順位が募集人数の８０％以内であることと、面接と作文の評価がと

もにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
 (2) 第２段階 面接と作文の評価がともにＢ段階以上の者のうち、「選抜において重視する要

件」に合致すると認められる者 
 (3) 第３段階 第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 
 
 
 
 
 
 



《宇治山田高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

 宇治山田高等学校は、旧制宇治山田中学校と宇治山田高等女学校を前身とする創立１２６年の伝統ある高校
です。卒業生は３万人を超え、三重県内だけでなく､日本各地や世界中で活躍しています。この輝かしい歴史と
伝統を大切にしながら、中学生や保護者及び地域の期待に応えるため、学校改革を大胆に実行し、新しい「山
高」の歴史を創造していきます。本校が学校づくりを進めるにあたって、目標としているのは以下の３点で
す。 
 １ 国公立大学をはじめとする進学希望を実現する学校であること 
 ２ 勉学と部活動の両面で充実感が得られる学校であること 
 ３ 自律した社会人として必要な知識や教養を習得し、人間力を高める学校であること  

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 中学校における各教科の学習成績が良好であり、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科において特

に高い能力を有する者 
 ○ 本校への明確な志望動機をもち、入学後は進路目標の達成やスポーツ・文化活動等に積極的に取り組む

者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 

普 通 科 学力検査  数学、英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 

普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する｡ 

(第３学年の国語･社会･数学･理科･英語の５教科の評定の合計 ２５点満点) 
  (2) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
  (1)と(2)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選

抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                                  
                                                               
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 



《宇治山田商業高等学校》                                                 
 学 校 の 特 色 

 「部活動が盛ん」で「就職に強い」という山商の伝統は従来から変わっていません。卒業生は就職先からの
高い評価をもらっています。 
 「進学にも強い」これが山商のもう一つの特色です。現在は７０％を超える生徒が進学し、そのうち多くの
生徒が国公立大学・難関私立大学を含む四年制大学に進んでいます。大学に進むほとんどの生徒は、山商で取
得する簿記や情報、英語の検定資格を生かして学校推薦型選抜や総合型選抜で進学しています。 
 山商の生徒は、普段の授業を大切にして勉強と部活動を両立させながら、希望する進路を実現しています。 
 そして、みんなが明るく挨拶を交わしあい、楽しく充実した高校生活を送ることができる学校です。  

 
 選抜において重視する要件 

〔商業科、情報処理科、国際科共通〕 
 ○ 学習成績に優れ、入学後も高い学習意欲を維持できる者 
 ○ 探究活動に意欲的に取り組むことができる者 
 ○ 学科の特性を生かして大学進学・就職等の進路希望を実現しようとする者 
 ○ スポーツ・文化活動やボランティア活動または生徒会活動等に意欲をもって取り組む姿勢を有する者 
 
（商業科） 
 ○ 商業の学習に興味と関心を有する者 
 ○ 簿記をはじめとする各種検定の取得に取り組む意欲を有する者 
（情報処理科） 
 ○ コンピュータの学習に興味と関心を有する者 
 ○ 情報、簿記等の各種検定の取得に取り組む意欲を有する者 
（国際科） 
 ○ 英語学習への意欲にあふれ、強い興味を有する者 
 ○ 英語、簿記等の各種検定の取得に取り組む意欲を有する者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
商 業 科 
情報処理科 

面  接 
 集団面接（１グループ２０分程度） 
 志望動機、期待する高校生活、中学校時代の活動状況等について応答する。 

学力検査  国語 

国 際 科 
面  接 

集団面接（１グループ２０分程度） 
 志望動機、期待する高校生活、中学校時代の活動状況等について応答する。 

学力検査  英語 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
商 業 科 
情報処理科 
国 際 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。 

評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）       ７０点満点 
       スポーツ・文化活動の実績等、資格等        最高２０点    
              合    計                            ９０点 
  (2) 面   接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 学力検査 ５０点  

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
 (1) 第１段階 面接の評価がＣ段階以上である者のうち、調査書得点の順位が募集人数のおよ

そ１００％以内であることと、学力検査得点の順位が募集人数のおよそ８０％以
内であることの両方の条件を満たす者 

 (2) 第２段階 面接の評価がＣ段階以上である者のうち、調査書得点の順位が募集人数のおよ
そ１００％以内であることと、学力検査得点の順位が募集人数のおよそ９０％以
内であることの両方の条件を満たす者 

 (3) 第３段階 第１段階及び第２段階で合格となった者を除く全ての受検者 

 
 
 
 



《伊勢工業高等学校》                                                      
 学 校 の 特 色 

 南勢地区唯一の施設・設備の整った工業専門高校として、「人づくり」と「ものづくり」をキーワードと
し、基本的生活習慣を身につけた社会常識のある明るく素直で積極的な生徒の育成と、産業界から求められる
確かな技術・技能を修得するため、意欲的に励む生徒の育成を目標としています。 
 実験・実習においては１０人で１班の少人数指導を実施しています。また、２年次からは進学コースと専門
コースに分かれて学習するコース制を導入し、さらに各種資格取得のための個別指導を行い、個人の特性を伸
ばす工夫をしています。部活動も盛んで、毎年全国大会に出場するなど、各種大会に参加して好成績を収めて
います。 

 
 選抜において重視する要件 

〔機械科、電気科、建築科共通〕 
 ○ 学習活動に意欲的である者 
 ○ スポーツ等において優れた実績や能力があり、入学後も意欲的に取り組むことができる者 
 ○ 生徒会活動や学級活動またはボランティア活動などに積極的に取り組むことができる者 
 ○ 志望動機が明確で、目的意識をもった者 
 ○ 基本的な生活習慣が身についている者 
 ○ 将来の夢に向けて、チャレンジする向上心がある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
機 械 科 
電 気 科 
建 築 科 

面  接 
 

 個人面接（５～７分程度） 
  志願学科に対する興味・関心、意欲、目的意識等について応答する。 

作  文  ５０分・１項目のテーマに対し、５５０～６００字 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
機 械 科 
電 気 科 
建 築 科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点） 
  (2) 面  接 次の項目について、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
        志望動機、適性と興味・関心、学習意欲、リーダー的素質、態度等 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法                                                 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
  (1)  第１段階 調査書得点の順位が募集人数の６０％以内であることと、面接と作文の評価がと

もにＢ段階以上であることの両方の条件を満たす者 
  (2)  第２段階 調査書得点の順位が募集人数の１００％以内であることと、面接と作文の評価が

ともにＢ段階以上であることのいずれかの条件を満たす者のうち、調査書の記載事
項においてスポーツ・文化活動等の実績が顕著であると認められる者 

  (3) 第３段階 第１段階及び第２段階において合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                              
                                                                                                  
                                                               
                                                                                                  
                                                              
              
                                                                    
                                                                                 
                                                                                 



《南伊勢高等学校》                                              
 学 校 の 特 色 

 南伊勢高等学校は、「自らの力で自分の将来を切り開き、地域社会に貢献する“ひと”を育成する学校」を
めざしており、「育みたい生徒像」として、 

〇 自立に向け、基本的生活習慣と基礎学力を身につけた生徒 
 〇 自分の夢を明確にし、希望する進路に向け、自ら努力し続ける生徒 
 〇 自他の命を尊重し、差別をなくす実践力と高い自己肯定感を有する生徒 
の３点を掲げています。 
 このような生徒を育成するため、小規模校であるという特性を活かして、一人ひとりの能力や個性に応じた
きめ細やかな教育を行うこと大切にしています。また、恵まれた自然環境の中ならではの学習活動や、地域の
方々や関係機関の支援をいただきながら、地域について学び、地域と連携し、支え合う取組を大切にしていま
す。 
 こうした学びを通じて、生徒たちは、大学・短大への進学や公務員試験合格、あるいは各種企業への就職を
めざし、日々努力しています。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 目的意識を明確にもち、自己実現に向けて意欲的に取り組む者 
 ○ 体験学習など、地域に根ざした教育活動に積極的に取り組む意欲のある者 
 ○ スポーツ・文化活動やボランティア活動または生徒会活動等に積極的に取り組む意欲のある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 面  接 

 
 

 個人面接（１０分程度） 
 中学校での活動、「選抜において重視する要件」に係る目的意識や意欲等について応
答する。 

作  文  ４５分・５００～６００字 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。 
                  評定（第１～３学年の各教科の評定の合計）     １３５点満点 
                  評定以外の記載事項              最高  １５点    
                    合    計                          １５０点 
 (2) 面   接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
 (3) 作   文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  (1)の点数と面接及び作文の評価をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項等を考慮し

て総合的に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
                                                     
                                                                                 
                                                                                 



《鳥羽高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 「総合学科」には、将来の職業選択を視野に入れた自己の進路への自覚を深めさせる学習を重視します。ま
た、生徒の個性を生かした主体的な学習を通して、学ぶことの楽しさや達成感を体験させる学習が用意されて
います。 
 本校では、２年次から下記の３つの系列に分かれ、一人ひとりの将来の自己実現を図ります。 
 
◇「観光ビジネス系列」は、観光に関わるビジネスの基礎を学び、学んだことを地域の中で実践します。ま

た、卒業後に即戦力として活躍できるビジネスマナーの知識や技術を身につけます。 
◇「総合福祉系列」は、相手の立場に立って考え行動できる「福祉の心」を身につけるとともに、介護職員初

任者研修の資格取得を目指します。 
◇「人文教養系列」は、地域の活性化や社会に貢献する人材を育成するため、地域をフィールドとした交流や

体験学習を通じて、文系教科の学びを深めます。また、大学等への進学や公務員試験等の合格を目指しま
す。 

 
系列とは、進路に結びつけた学習メニューであり、それぞれの系列には、目標と適性にあわせた選択科目が

あります。 

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科） 
 ○ 総合学科の学習内容に興味・関心があり、意欲を持って学習に取り組める者 
 ○ 部活動またはボランティア活動等について、積極的に活動する意欲のある者 
 ○ 規範意識や基本的生活習慣が身についており、学校生活に積極的に取り組める者 
 ○ 将来、地域社会で活躍し、地域に貢献しようとする意欲のある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合学科 面  接 

 
 個人面接（１０分程度） 
 自己ＰＲを含めた志望動機、中学校生活の振り返り、高校生活への抱負、将来の希望
等について応答する。 

作  文  ５０分・２題・各２５０字以内 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計  ４５点満点） 
  (2) 面  接  以下の点に留意して、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
         ・  面接時の態度 
        ・ 自己ＰＲ、志望動機、本校への関心・意欲、将来への目標等 
  (3) 作   文  以下の点に留意して、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
         ・ テーマとの整合性 
        ・ 述べられている内容・主張 
        ・ 文章の表現 
        ・ 表現の的確さ・明瞭さ 

２ 選抜方法 
    (1)の点数と面接及び作文の評価をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                               
                                   
                                                                                 
                                                                                                   
 
 
 



《志摩高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は生徒のほとんどが志摩市内の中学校出身であり、将来の志摩市を担う人材の育成のため、総合的な探
究の時間「志摩学」を中心に、地域に根ざした教育活動を展開しています。また、振り返り学習の取組やＩＣ
Ｔを活用したわかりやすい授業づくりの取組等により、生徒は確かな学力を身につけながら、充実した高校生
活を送っています。 
 生徒の進路希望が多様であることから、四年制大学等への進学をめざす類型や、社会で必要とされる基礎学
力やスキルの修得をめざす教養類型を設置し、各類型の特色を活かしたきめ細かい指導により、生徒の希望実
現につなげています。 

また、学校行事等においては、学校、保護者、地域が一体となり、生徒一人ひとりを大切にする教育を行っ
ています。  

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
○ 目的を持って学習する意欲のある者 

 〇 興味関心を持った課題について探究しようとする者 
 ○ 基本的な生活習慣と思いやりの心が身についた者 

 
学科・ 
コース名 

検  査   実   施   概   要 

普 通 科 
 

面  接 
 

 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、中学時代の活動及び高校生活への関心・意欲について応答する。 

作  文  ４０分・４００字程度 

 
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普 通 科 １ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点） 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
 (1)調査書の点数と(2)面接の評価及び(3)作文の評価をもとに調査書及び「自己推薦書」の記載

事項を考慮して総合的に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                             
                                                                                                  
                                                                                                  
                           



《水産高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

創立１２３年の歴史を誇る水産高校は、伊勢志摩国立公園の一部である英虞湾に面し、大小６０の島々と美
しいリアス海岸の絶景に囲まれた環境にあります。 
 
海洋・機関科 

○ 海洋コース 船舶の操縦技術を習得し、航海士を目指します。さらに、漁業やマリンスポーツを通じ
て、海洋活動の幅広い知識と実践力を養います。 

○ 機関コース・水産工学コース 船の機関士としての専門知識に加え、工学・水産・商業など多分野にわ
たる学習を通じて、産業界で求められる技術を身につけます。 

水産資源科 
○ アクアフードコース 水産物の加工・製造技術を学び、「食」に関する幅広い知識を習得します。持続

可能な水産業を支える人材を育成します。 
○ アクアデザインコース 海洋生物の生産や飼育に関する知識を学び、養殖・加工技術を習得します。さ

らに、アクアリウムの設計を通じて海洋環境への理解も深めます。 
 
 卒業後は、ほとんどの生徒が、在学中に習得した知識・技術や取得した資格を活かし、希望する進路を実現
しています。さらなる専門性を求め、水産・海洋系の大学や専門学校へ進学する生徒もいます。また、水産高
校には専攻科も設置されています。専攻科では、航海実習や工場実習を通じて上級海技士資格の取得を目指す
ことが可能です。 

 
 選抜において重視する要件 

〔海洋・機関科、水産資源科共通〕 
○ 水産学科の内容に対して理解があり、本校への明確な志願理由をもつ者 
○ 他人を思いやる心と社会性をもち、校内外の自発的な活動に継続して取り組む意欲のある者  
○ 将来水産関連大学等への進学を志す者 
○ 学習に関連する様々な資格や検定を積極的に取得する意欲のある者 

 
（海洋・機関科） 

○ 船舶の運航や漁業に興味・関心があり、学校生活を意欲的に過ごせる者 
○ マリンスポーツなど広く海洋に関することに興味・関心があり、学校生活を意欲的に過ごせる者 
○ エンジンの運転操作や機械の構造に興味・関心があり、学校生活を意欲的に過ごせる者 

（水産資源科） 
○ 水産物の調理や加工、食品製造、食品衛生、商品の流通等に興味・関心があり、学校生活を意欲的に過

ごせる者 
○ 海洋生物、海洋環境、魚類養殖・アクアリウム、真珠養殖等に興味・関心があり、学校生活を意欲的に

過ごせる者 
○ 将来、水産増殖関連等の分野で活躍するために日常の学習に取り組める者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 

海洋・機関科 

水産資源科 
面  接 

 
 個人面接（５～１０分） 
 志望動機等について応答する。 

作  文   ４０分・４００字程度 

 
学 科 名  選  抜  方  法 

海洋・機関科 

水産資源科 １ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点） 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作  文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 

２ 選抜方法 
 (1)調査書の点数、(2)面接の評価、(3)作文の評価をもとに、「調査書」および「自己推薦書」

の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

 
 
 
 



《尾鷲高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 本校は、生徒がさまざまなことに興味をもち、自ら学ぼうとする「主体性」、自分自身が興味をもったこと
を突き詰める「探究力」、他者とのつながりを大切にし、他者から学び、互いを認め合う「寛容さ」、「主体
性」「探究力」「寛容さ」を支える「健やかな心身」をはぐくみ、「未来を切り拓く、しなやかな人間力を備
えた鷲高人の育成」に取り組む学校です。地域に唯一の高等学校として、進学にも就職にも対応できる、地域
から信頼され愛され、選ばれる学校を目指しています。 
 
（普通科） 
  主に大学(四年制大学、短大等)の文系学部への進学を目指す学科です。 
  習熟度に応じて学力を伸ばす授業を実施することで、希望進路の実現をはかります。 
（普通科・プログレッシブコース） 
  国公立大学や難関私立大学の各学部（文系・理系）及びその他の大学の理系学部への合格を目指すコース

です。 
  目標達成や実力アップのために、 

① 授業の進度を早めることで早期から受験に備えることができます。 
② 全国模試による実力診断で自分の学習ペースが把握できます。 
③ 週２回の７限授業や補習などで生徒の学習をフォロー、バックアップします。 

（情報ビジネス科） 
  「ビジネス社会に即応できるスペシャリスト」を目指した商業に関する専門学科です。 
  豊富な実習を交え、簿記やコンピュータ等のビジネスに関する専門科目を学習することで、「働くための

力」が身につきます。ビジネス関係・商業系の資格・検定に１年次から挑戦でき、取得した資格等を自らの
進路希望実現に向けて活かすことができます。 

（システム工学科） 
  「ものづくりのスペシャリスト」を目指した工業に関する専門学科です。 
  実習形式の授業も豊富で、「働くための力」が身につきます。工業系の資格・検定に１年次から挑戦でき

ます。学科の専門性を活かして、それぞれの希望進路実現に向けた学びができます。 

 

 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 大学等への進学を希望し、普通科の教科に興味・関心をもって意欲的に取り組める者 
（普通科・プログレッシブコース） 
 ○ 国公立大学・難関私立大学への進学を希望し、普通科の教科に興味・関心をもって意欲的に取り組める

者 
（情報ビジネス科） 
 ○ コンピュータ、ワープロ、簿記等のビジネスに関する学習に興味・関心があり、検定資格取得に意欲的

に取り組める者 
 ○ 部活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組む意欲を有する者 
（システム工学科） 
 ○ 工業学科の学習に興味･関心があり､工業関係の資格取得に意欲的に取り組める者 
 ○ 部活動や生徒会活動またはボランティア活動等に積極的に取り組む意欲を有する者 

 
学科・ 
コース名 

検  査   実   施   概   要 

普 通 科 
普通科・ 
プログレッシブ 
       コース 

情報ビジネス科 
システム工学科 

 
面  接 

 

集団面接（１グループ１５分程度） 
志望動機、入学後や将来の目標等について応答する。 

学力検査   数学、英語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《尾鷲高等学校》                                                           
学科・ 
コース名 

 選  抜  方  法 

普 通 科 
普通科・ 

プログレッシブ 
       コース 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点） 
  (2) 面  接 次の４つの項目を中心に評価し、Ａ、Ｂ、Ｃで評価する。  
        ・ 本校、本学科を志望する動機、目的意識 
        ・ 学科の内容についての理解 
        ・ 高校生活への意欲 
        ・ 面接態度（応答の的確さ、明瞭さなど） 
  (3) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
    (1)～(3)をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

情報ビジネス科 
システム工学科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第３学年の各教科の評定の合計を２倍 ９０点満点） 
  (2) 面  接 次の４つの項目を中心に評価し、Ａ、Ｂ、Ｃで評価する。 
        ・ 本校、本学科を志望する動機、目的意識 
        ・ 学科の内容についての理解 
        ・ 高校生活への意欲 
        ・ 面接態度（応答の的確さ、明瞭さなど） 
  (3) 学力検査 １００点（数学５０点、英語５０点） 

２ 選抜方法 
    (1)～(3)をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《熊野青藍高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 持続可能な社会の一員として、ふるさとを想い、未来に希望を持って幸福を実現する人材を地域とともに育
てます。 
（普通科） 

○ 入学時から２つのコースに分かれ、国語・数学・英語等の共通科目を中心として、確かな学力などの
「夢をかなえる力」を育成します。 

○ 「特進コース」では、早期から発展的な学習に取り組み、主体的に学ぶ力を育成しながら国公立大学や
難関私立大学を目指します。 

○ 「普通コース」では、幅広い学びで自己のキャリアを形成し、大学・短大・専門学校・公務員・就職
等、幅広い進路希望の実現を目指します。 

（総合学科） 
○ 複数の選択科目の中から、自らの興味・関心や進路希望に応じて選択して学び、進学から就職まで幅広

い進路希望の実現を目指します。 
○ 木本校舎には、国語・数学・英語等の共通教科やスポーツ・芸術系科目等から幅広く選択する「リベラ

ルアーツ系列」と、パソコン・会計系の資格取得等につながる実社会で役立つ科目を選択する「情報ビジ
ネス系列」があります。 

○ 紀南校舎には、地域創造・文系科目や共通選択科目等から幅広く選択する「地域デザイン系列」と、ビ
ジネス・福祉系の科目等、地域産業に関わる科目を選択する「産業マイスター系列」があります。  

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科） 
 ○ 志望動機が明確で、高校生活にしっかりとした目標・目的意識をもった者 
 ○ 学習活動や資格取得に積極的に取り組む者 
 ○ スポーツ活動や文化活動、生徒会活動、ボランティア活動または地域に密着した活動等に意欲的に取り

組む者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合学科 面  接 

 
 個人面接（１０分程度） 
 本校の「選抜において重視する要件」に関することを中心に応答する。 

学力検査   国語 

 

学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 １ 選抜資料の取扱い 

  (1) 調 査 書 点数化する。 
         評定（第３学年の各教科の評定の合計）    ４５点満点 
         評定以外の記載事項          最高 １０点       
          合     計                ５５点   
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 学力検査 ５０点（国語） 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して

総合的に選抜する。 
 (1)第１段階  面接の評価がＣ段階以上である者のうち、調査書得点の順位が募集人数の  

１００％以内であることと、学力検査得点の順位が募集人数の８０％以内である
ことの両方の条件を満たす者 

 (2)第２段階  第１段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 



定時制課程                                                             
                                                        
《四日市工業高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

 機械交通工学科（定員４０人）、住システム工学科（定員４０人）の２学科で、それぞれ学科別に募集しま
す。１年次は普通教科と工業に関する基礎に重点を置いて学習します。２年次から、機械交通工学科では「機
械コース」・「自動車コース」、住システム工学科では「電気コース」・「建築コース」の中から自分に適し
たコースを選択し、各コースに分かれて専門的な学習をします。どの学科・コースにおいても工業に関する各
種の資格取得が可能です。 

 
 選抜において重視する要件 

〔機械交通工学科、住システム工学科共通〕 
 ○ 定時制工業高等学校で学習することに強い意欲を有し、目的意識が明確かつ学校生活を適正に行える者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
機械交通 

工学科 
住システム 

工学科 

面  接 
 

 個人面接（１５～２０分程度） 
 工業に関する興味・関心、意欲等について応答する。 

実技検査   １０分程度 中学校技術・家庭（技術分野）に係る知識と技能を問う作業 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
機械交通 

工学科 
住システム 

工学科 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書 点数化する。（第１～３学年の各教科の評定の合計 １３５点満点） 
  (2) 面  接 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 
  (3) 実技検査 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。 

２ 選抜方法 
  (1)～(3)のうち、特に(2)の結果を重視し、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総

合的に選抜する。 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                
 
 
 
 
 
 
 
 



《北星高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

学校として弾力的なカリキュラムを設定し、生徒一人ひとりの持ち味を生かした「あなたならではの学び」
をつくりだせるように支援します。 
  また、社会に出て自立できる力を身につけられるように支援します。 
 

○ 単位制・三修制 
   学年制ではないので、必履修科目を含めて７４単位以上の履修・修得で卒業できます。他部履修や通信

制科目の併修により、３年間での卒業が可能です。 
○ 昼間部（午前部、午後部）、夜間部の三部制 

   午前部、午後部、夜間部のいずれかに所属して授業を受けます。 
○ 総合選択制 

   定時制には、普通科と情報ビジネス科がありますが、両学科の科目を履修することができます。情報ビ
ジネス科の指定された科目を履修、修得できた場合は、情報ビジネス科の卒業となります。 

○ 特徴のある科目 
   基礎学習のできるステップ科目や、ライフマナー、星座とギリシャ神話などの学校設定科目により、学

びたい気持ちを大切に育てます。 

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科（昼間部）、情報ビジネス科（昼間部）、普通科（夜間部）共通〕 
 ○ 夢の実現をめざし、本校の特色をよく理解し、本校で学び成長する意欲がある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 
(昼間部) 

情報ビジネス科 
 (昼間部) 
普 通 科 
(夜間部) 

自己表現  自己表現（２分）＋個人面接（５分程度） 
 「自己表現」は、事前課題に基づき、各自が準備した内容を発表する。ただし、準
備物等の持ち込みは不可とする。 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 
(昼間部) 

情報ビジネス科
(昼間部) 

普 通 科 
(夜間部)) 

１ 選抜資料の取扱い  
 (1) 調 査 書 点数化せず、選抜において資料とする。 
 (2) 自己表現  次の①、②の点数を合計する。 
        ① 自己表現の部分は､次の５つの項目について評価し､点数化する｡(６０点満点)  
            ・ 課題との整合性 

・ 表現力（発表時間を含む。） 
            ・ 具体性 
            ・ 意欲 
            ・ 独創性 
         ② 個人面接の部分は､次の４つの項目について評価し､点数化する｡(９０点満点) 
            ・ 本校（定時制課程）についての理解 
           ・ 志望の動機、目的意識 
           ・ 高校生活に対する意欲・向上心 
           ・ 面接態度 

２ 選抜方法 
    (2)の自己表現による点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載内容を考慮して総合的

に選抜する。 

                                                                                 
                                                                                  
 
 
 
 
 
 



《飯野高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

 充実した多文化共生教育やキャリア教育等をとおして、多様な学習ニーズを有する生徒たちが、自信と誇り
をもって社会で生きる力を養成します。また、生徒たちが将来、社会の構成員として生活し、これからの新し
い社会を創造していく力を育みます。 
 

○ 複合型定時制システム 
   夜間定時制課程ですが、生徒の生活状況に合わせた履修ができるようにⅠ部（15:50～19:25）、Ⅱ部

（17:35～21:10）の学習時間帯を設置しています。 
○ 全日制・定時制相互履修 

   全日制・定時制双方に共通する学習ニーズに対応するため、定時制生徒は全日制５・６限設置の学校設
定科目を、全日制生徒は定時制１・２限設置の学校設定科目を履修することができます。 

○ 単位制 
   生徒の興味・関心、能力・適性、進路希望等に応じた自由な科目選択が可能です。 

○ 二学期制 
   ９月卒業が可能なように学期毎の単位認定を行います。 

○ 三年修業制 
   北星高校の通信制課程の科目を履修することなど多様な学びの形態を取り入れることにより、３年間で

の卒業も可能にします。 
○ 少人数の学級編成 

   各学年を少人数に分割して学級編成を行います。 

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 本校の特色をよく理解し､目的意識が明確で学習意欲があり､かつ学校生活を適正に行うことのできる者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 面  接 

 
 個人面接（１０分程度） 
 志望動機、意欲・関心等について応答する。 

作  文   ４５分・８００字以内 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 １ 選抜資料の取扱い                                               

 (1) 調 査 書  点数化せず、選抜において資料とする。 
  (2) 面  接  次の４つの項目について評価し、点数化する。（６５点満点） 
         ・ 本校（定時制課程）についての理解 
         ・ 志望動機、目的意識 
         ・ 学習に対する関心・意欲 
         ・ 面接態度 
  (3) 作   文  次の２つの項目について評価し、点数化する。（３５点満点） 
         ・ 述べられている内容 
        ・ 表現（字数、漢字等の表記）の的確さ、明瞭さ 

２ 選抜方法 
  (2)と(3)の合計点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選

抜する。 

                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
              
 
                                                                    
 
 
 



《みえ夢学園高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

 自分を見つめ、夢の実現に向けてチャレンジできる生徒が育つ学校 
 
１ 普通科と専門学科の内容を併せもつ総合学科です。 
２ 自分の学びたい科目を選択し、自分独自の時間割を作成して学習できる単位制の学校です。 
３ 個性を生かした少人数教育を重視しています。 
４ 生徒は、午前の部・午後の部・夜間部のどれかの部に所属します。 
５ 授業は、午前の部・午後の部・夜間部とも各４時間です。 
６ 他の部の授業をあわせて履修することにより、３年間で卒業することもできます。 
７ 午前の部・午後の部・夜間部に、それぞれ特色ある３つの系列があります。 

 
 選抜において重視する要件 

（総合学科） 
 ○ 総合学科の教育内容に対して強い興味・関心をもち、しっかりとした目標・目的意識をもって積極的に

学ぼうとする意志のある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
総合学科 

（午前の部） 
（午後の部） 
（夜間部） 

面  接 
 個人面接（１５分程度） 
 志望動機、将来の目標等について応答する。 

作  文   ４５分・６００字程度 

総合問題   ４５分（国語・社会・数学・理科・英語の各分野から総合的に出題する。） 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
総合学科 

（午前の部） 
（午後の部） 
（夜間部） 

１ 選抜資料の取扱い  
  (1) 調 査 書  点数化する。（第１～３学年の各教科の評定を換算 ２０点満点） 
  (2) 面  接  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (3) 作  文  Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
  (4) 総合問題  ３０点 

２ 選抜方法 
  次の各段階に該当する受検者について順に、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮し

て総合的に選抜する。 
  (1) 第１段階 面接と作文の評価がともにＢ段階以上である者のうち、調査書得点の順位が募

集人数の１００％以内であることと、総合問題得点の順位が募集人数の１００％
以内であることの両方の条件を満たす者 

  (2) 第２段階 面接と作文の評価がともにＢ段階以上である者のうち、調査書得点の順位が募
集人数の１００％以内であることと、総合問題得点の順位が募集人数の１００％
以内であることのいずれかの条件を満たす者  

  (3) 第３段階 面接と作文の評価がともにＣ段階以上である者のうち、調査書得点の順位が募
集人数の３０％以内であることと、総合問題得点の順位が募集人数の３０％以内
であることの両方の条件を満たす者 

  (4) 第４段階 第１段階、第２段階及び第３段階で合格となった者を除く全ての受検者 

                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 



《伊勢まなび高等学校》                                                   
 学 校 の 特 色 

○ 三部制 
  午前の部・午後の部・夜間部のいずれかの部に所属し、１日４限の授業を受けることを基本とします。 
○ 三修制 
  自分の所属する部の授業以外に他の部の授業を受けることにより、３年間で卒業の資格を得ることが可能

です。 
○ 単位制  
  各科目の履修条件に従って選択受講し、必履修科目と選択科目を併せて７４単位以上修得すれば卒業する

ことができます。 
○ 多様な選択科目  
  伊勢まなび高校独自の学校設定科目などを含め、多くの選択科目を設けています。午前の部・午後の部は

普通科ですが、ものづくり工学科の授業（午後の部・夜間部で開講）を選択することもできます。 
○ 学校外の学修の単位認定  
  高等学校卒業程度認定試験合格や実務代替、技能審査に関する学修などを、卒業に必要な単位数に加える

ことができます。  

 
 選抜において重視する要件 

〔普通科（午前の部・午後の部）、ものづくり工学科（夜間部）共通〕 
 ○ 目的意識が明確で、学習意欲があり、自主性を有し、かつ本校での学校生活を適正に行える者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 

（午前の部） 
（午後の部） 
ものづくり 

工学科 
（夜間部） 

面  接 
 
 

 個人面接（１５分程度） 
 志望の動機、目的意識、意欲・関心等について応答する。 

作  文 
 

  ４５分・４００字以内 

 
学 科 名   選  抜  方  法 
普 通 科 

（午前の部） 
（午後の部） 
ものづくり 

工学科 
（夜間部） 

１ 選抜資料の取扱い 
  (1) 調 査 書  点数化する。 
          評定（第１～３学年の各教科の評定を換算）      ３０点満点 
          特別活動の実績                 最高 １０点    
           合     計                   ４０点 
  (2) 面  接  次の３つの項目について評価し、点数化する。（４５点満点） 
         ・ 興味・関心・理解（志望動機など） 
         ・ 意欲（積極性など） 

・ 態度（言葉遣いなど） 
  (3) 作  文  次の３つの項目について評価し、点数化する。（３０点満点） 
        ・ 述べられている内容 
        ・ 表現（漢字等の表記）の的確さ、明瞭さ 
         ・ 文章の構成 

２ 選抜方法 
    (1)～(3)の合計点数をもとに、調査書、「自己推薦書」の記載を考慮して総合的に選抜す

る。 

                                                                                 
 
 
 
 



通信制課程                                                              
                                                       
《北星高等学校》                                                           
 学 校 の 特 色 

学校として弾力的なカリキュラムを設定し、生徒一人ひとりの持ち味を生かした「あなたならではの学び」
をつくりだせるように支援します。 
 また、社会に出て自立できる力を身につけられるように支援します。 
 

○ 面接指導（スクーリング） 
   日曜・木曜コースが設定されています。事情により自分のコースに出席できないときは、別のコースへ

出席することもできます。また、火曜日は誰でも出席することが可能です。 
○ 単位制・三修制 

   選択科目は自由に選んで学習することができます。学年はありません。必履修科目も含めて７４単位以
上修得すれば、３年間で卒業も可能です。 

○ 特徴ある科目 
   「韓国語」など、多様な学校設定科目を選択科目として選べます。  

 
 選抜において重視する要件 

（普通科） 
 ○ 夢の実現をめざし、通信制の特色をよく理解し、本校で学び成長する意欲がある者 

 
学 科 名 検  査   実   施   概   要 
普 通 科 

自己表現 
 
 

 自己表現（２分）＋個人面接（５分程度） 
 「自己表現」は、事前課題に基づき、各自が準備した内容を発表する。ただし、準
備物等の持ち込みは不可とする。 

 
学 科 名  選  抜  方  法 
普 通 科 

１ 選抜資料の取扱い  
 (1) 調 査 書 点数化せず、選抜において資料とする。 
 (2) 自己表現  次の①、②の点数を合計する。 
        ① 自己表現の部分は､次の５つの項目について評価し､点数化する｡(６０点満点)  
            ・ 課題との整合性 

・ 表現力（発表時間を含む） 
            ・ 具体性 
            ・ 意欲 
            ・ 独創性 
         ② 個人面接の部分は､次の４つの項目について評価し､点数化する｡(９０点満点) 
            ・ 本校（通信制課程）についての理解 
           ・ 志望の動機、目的意識 
           ・ 高校生活に対する意欲・向上心 
           ・ 面接態度 

２ 選抜方法 
    (2)の自己表現による点数をもとに、調査書及び「自己推薦書」の記載内容を考慮して総合的

に選抜する。 

                                                                                


